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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線デバイスに、
　セルラ基地局との無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を確立させ、
　第１の帯域幅に関連付けられた第１の制御チャネル上でスケジューリング情報を受信さ
せ、
　前記第１の帯域幅に関連付けられた前記第１の制御チャネルを介して、前記無線デバイ
スにスケジューリング情報を提供するために第２の帯域幅に関連付けられた第２の制御チ
ャネルが使用されることを指定する、前記セルラ基地局からのダウンリンク制御情報（Ｄ
ＣＩ）中に明示的なインジケーションを含む物理層インジケーションを受信させ、
　前記第２の帯域幅に関連付けられた前記第２の制御チャネルのスケジューリング情報を
監視させる、
　ように構成されている、プロセッサを備える、装置。
【請求項２】
　前記プロセッサは、前記無線デバイスに、
　前記セルラ基地局から、前記第１の制御チャネルのスケジューリング情報を監視するこ
とを示す第２の物理層インジケーションを受信させ、
　前記第１の制御チャネルのスケジューリング情報を監視させる、ように更に構成されて
いる、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
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　前記物理層インジケーションは、前記第２の制御チャネルの使用が有効になるまでのサ
ブフレームの数を指定する、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記プロセッサは、前記無線デバイスに、
　前記物理層インジケーションに応じて、肯定応答を前記セルラ基地局に提供させる、よ
うに更に構成されている、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記第２の物理層インジケーションは、前記無線デバイスが前記第１の制御チャネルと
前記第２の制御チャネルの両方を監視するように構成されている期間中に、前記セルラ基
地局によって前記無線デバイスにスケジューリング情報を提供するためにどの制御チャネ
ルが使用されるかに少なくとも部分的に基づく暗黙のインジケーションを含む、請求項２
に記載の装置。
【請求項６】
　前記プロセッサは、前記無線デバイスに、
　前記無線デバイスが前記第１の制御チャネルと前記第２の制御チャネルの両方を監視す
るように構成されている前記期間中に、前記セルラ基地局によって前記無線デバイスにス
ケジューリング情報が提供されない場合、前記第１の制御チャネル及び前記第２の制御チ
ャネルのうち指定された制御チャネルを監視させる、ように更に構成されている、請求項
５に記載の装置。
【請求項７】
　前記プロセッサは、前記無線デバイスに、
　前記第２の制御チャネル上で制御情報を受信したことに応じて、制御チャネル不活動タ
イマーを再開させ、
　前記制御チャネル不活動タイマーが満了すると、前記第１の制御チャネルのスケジュー
リング情報を監視するように自動的に切り替えさせる、ように更に構成されている、請求
項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記第１の制御チャネル及び前記第２の制御チャネルは、
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）準拠物理ダウンリンク制御チャネ
ル（ＰＤＣＣＨ）と、
　３ＧＰＰ準拠マシンタイプ通信（ＭＴＣ）ＰＤＣＣＨ（ｍＰＤＣＣＨ）と、を含む、請
求項１に記載の装置。
【請求項９】
　アンテナと、
　前記アンテナに連結された無線機と、
　前記無線機に連結されたプロセッサと、
　を備える、セルラ基地局であって、
　前記セルラ基地局は、
　　無線デバイスとの無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を確立し、
　　第１の帯域幅に関連付けられた第１の制御チャネル及び第２の帯域幅に関連付けられ
た第２の制御チャネルから選択された前記第１の帯域幅に関連付けられた前記第１の制御
チャネルを使用して、前記無線デバイスにスケジューリング情報を提供すると判定し、
　　前記第１の帯域幅に関連付けられた前記第１の制御チャネルを使用して、前記無線デ
バイスにスケジューリング情報を提供し、
　　前記第２の帯域幅に関連付けられた前記第２の制御チャネルを使用して、前記無線デ
バイスにスケジューリング情報を提供すると判定し、
　　前記第１の帯域幅に関連付けられた前記第１の制御チャネルを介して、前記無線デバ
イスにスケジューリング情報を提供するために前記第２の帯域幅に関連付けられた前記第
２の制御チャネルが使用されることを指定する、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）中に明
示的なインジケーションを含む物理層インジケーションを提供し、
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　　前記第２の帯域幅に関連付けられた前記第２の制御チャネルを使用して、前記無線デ
バイスにスケジューリング情報を提供する、ように構成されている、セルラ基地局。
【請求項１０】
　前記セルラ基地局は、
　前記第１の制御チャネル上で前記無線デバイスにスケジューリング情報を提供すると判
定し、
　前記第１の制御チャネルのスケジューリング情報を監視するように第２の物理層インジ
ケーションを前記無線デバイスに提供し、
　前記第１の制御チャネルを使用して、前記無線デバイスにスケジューリング情報を提供
する、ように更に構成されている、請求項９に記載のセルラ基地局。
【請求項１１】
　前記第２の物理層インジケーションは、暗黙のインジケーションを含み、前記物理層イ
ンジケーションを提供するために、前記セルラ基地局は、
　前記無線デバイスが前記第１の制御チャネルと前記第２の制御チャネルの両方を監視す
るように構成されている期間中に、前記第１の制御チャネルを使用して、前記無線デバイ
スにスケジューリング情報を提供するように更に構成されている、請求項１０に記載のセ
ルラ基地局。
【請求項１２】
　前記セルラ基地局は、
　前記第２の制御チャネルに対する制御チャネル不活動タイマー構成情報を前記無線デバ
イスに提供するように更に構成されており、
　前記第２の物理層インジケーションを前記提供することは、制御チャネル不活動タイマ
ーの継続時間にわたって、前記第２の制御チャネルを介して前記無線デバイスに制御情報
を提供することを控えることを含む、請求項１０に記載のセルラ基地局。
【請求項１３】
　前記物理層インジケーションは、前記第２の制御チャネルの使用が有効になるまでのサ
ブフレームの数を指定する、請求項９に記載のセルラ基地局。
【請求項１４】
　前記セルラ基地局は、
　前記物理層インジケーションに応じて、前記無線デバイスから肯定応答を受信する、
　ように更に構成されている、請求項１３に記載のセルラ基地局。
【請求項１５】
　前記セルラ基地局は、
　前記第２の制御チャネルに対する制御チャネル不活動タイマー構成情報を前記無線デバ
イスに提供するように更に構成されており、前記制御チャネル不活動タイマー構成情報に
従って制御チャネル不活動タイマーの継続時間にわたって、前記第２の制御チャネル上で
制御情報が前記無線デバイスに提供されないことに応じて、前記制御チャネル不活動タイ
マーが満了すると、前記無線デバイスが前記第１の制御チャネルのスケジューリング情報
を監視するように自動的に切り替えると判定する、請求項９に記載のセルラ基地局。
【請求項１６】
　アンテナと、
　前記アンテナに連結された無線機と、
　前記無線機に連結されたプロセッサと、
　を備える、無線デバイスであって、
　前記無線デバイスは、
　　セルラ基地局との無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を確立し、
　　第１の帯域幅に関連付けられた第１の制御チャネル上でスケジューリング情報を受信
し、
　　前記第１の帯域幅に関連付けられた前記第１の制御チャネルを介して、第２の帯域幅
に関連付けられた第２の制御チャネルのスケジューリング情報を監視する物理層インジケ
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ーションを受信し、前記物理層インジケーションは、前記無線デバイスにスケジューリン
グ情報を提供するために前記第２の帯域幅に関連付けられた前記第２の制御チャネルが使
用されることを指定する、前記セルラ基地局からのダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）中に
明示的なインジケーションを含み、
　　前記第２の帯域幅に関連付けられた前記第２の制御チャネルのスケジューリング情報
を監視する前記物理層インジケーションに基づいて、前記第２の帯域幅に関連付けられた
前記第２の制御チャネルのスケジューリング情報を監視する、ように構成されている、無
線デバイス。
【請求項１７】
　前記無線デバイスは、その後、
　前記第１の制御チャネルのスケジューリング情報を監視する第２の物理層インジケーシ
ョンを受信し、
　前記第２の制御チャネルのスケジューリング情報を監視する前記物理層インジケーショ
ンに少なくとも部分的に基づいて、前記第２の制御チャネルの代わりに、前記第１の制御
チャネルのスケジューリング情報を監視する、ように更に構成されている、請求項１６に
記載の無線デバイス。
【請求項１８】
　前記無線デバイスは、
　指定された期間中に、前記第１の制御チャネル及び前記第２の制御チャネルの両方を監
視し、
　前記指定された期間中に、前記第１の制御チャネル上でスケジューリング情報を受信し
、前記指定された期間中に、前記第１の制御チャネル上で前記スケジューリング情報を受
信することは、前記第１の制御チャネルを監視する物理層インジケーションを含み、
　前記指定された期間中に、前記第１の制御チャネル上で前記スケジューリング情報を受
信したことに少なくとも部分的に基づいて、前記指定された期間の後のある期間にわたっ
て、前記第１の制御チャネルのスケジューリング情報を監視すると判定する、ように更に
構成されている、請求項１６に記載の無線デバイス。
【請求項１９】
　前記無線デバイスは、前記第２の制御チャネルを監視する前記物理層インジケーション
を受信した後のある期間にわたって、前記第２の制御チャネル以外の制御チャネルを監視
しない、請求項１６に記載の無線デバイス。
【請求項２０】
　前記無線デバイスは、
　前記第２の制御チャネル上で制御情報を受信したことに応じて、制御チャネル不活動タ
イマーを再開し、
　前記制御チャネル不活動タイマーが満了すると、前記第１の制御チャネルのスケジュー
リング情報を監視するように自動的に切り替える、ように更に構成されている、請求項１
６に記載の無線デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、無線通信システム内で無線リソース制御接続状態にある間に、制御チャネル
間を迅速に切り替えるための技術を含む無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムの利用が急速に広がっている。更には、無線通信技術は、音声のみの
通信から、インターネットコンテンツ及びマルチメディアコンテンツなどのデータの送信
も含むまでに進化した。
【０００３】
　モバイル電子デバイスは、一般的にユーザが持ち運ぶスマートフォン又はタブレットの
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形態をとることがある。ウェアラブルデバイス（アクセサリデバイスとも呼ばれる）は、
モバイル電子デバイスのより新たな形態であり、１つの例がスマートウォッチである。加
えて、定置又は移動性の配備のために意図された低コストで複雑性の低い無線デバイスは
また、「モノのインターネット」の配備の一部として急増している。このようなデバイス
の多くは、無線通信機能が比較的制限されており、典型的には、スマートフォン及びタブ
レットなどの大きなポータブルデバイスよりも小さいバッテリを有している。一般的に、
このようなデバイスの比較的制限された無線通信機能を認識して、サポートを提供するこ
とが望ましい。それゆえ、この分野における改善が望まれる。
【発明の概要】
【０００４】
　本明細書では、とりわけ、無線通信システム内で無線リソース制御接続状態にある間に
、制御チャネル間を迅速に切り替えるためのシステム、装置、及び方法の実施形態が示さ
れる。
【０００５】
　本明細書に記載された技術は、セルラ基地局によって無線デバイスに提供された物理層
インジケーションを利用して、セルラ基地局がどの制御チャネルでその後の期間にわたっ
て無線デバイスにスケジューリング情報を提供するかを示すことができる。このようなイ
ンジケーションを受信したことに応じて、無線デバイスは、例えば、異なる制御チャネル
を利用するインジケーションが受信されるまで、及び／又は潜在的に１つ以上の他の可能
な条件が満たされるまで、その後の期間にわたって、示された（インジケーションされた
）制御チャネルを（例えば、排他的に）監視することができる。
【０００６】
　このようなインジケーションを提供するために物理層シグナリングを使用することによ
り、少なくとも一部の例では、他の（例えば、上位層の）種類のシグナリングよりも、イ
ンジケーションへの潜在的により迅速な応答を促進することができる。少なくともいくつ
かの実施形態によれば、所与の無線デバイスの様々な可能な制御チャネル（例えば、スル
ープットシナリオ、カバレッジ条件などを変更するように構成された制御チャネル）間の
迅速な切り替えの可能性は、無線デバイスがその現在の状況により適した特性を有する制
御チャネルをより頻繁に利用するのを助けることができる。
【０００７】
　様々な実施形態によれば、明示的なインジケーション（例えば、ダウンリンク制御情報
内で提供されるインジケーション）又は暗黙のインジケーション（例えば、無線デバイス
が複数の制御チャネルを監視する期間を構成すること、及びどの制御チャネルがその期間
中に使用されるかに基づいて、どの制御チャネルがその期間の後に使用されるかを示すこ
と）を、物理層インジケーションに使用することができる。
【０００８】
　本明細書で説明された技術は、セルラ電話、タブレットコンピュータ、アクセサリコン
ピューティングデバイス及び／又はウェアラブルコンピューティングデバイス、ポータブ
ルメディアプレーヤ、セルラ基地局及び他のセルラネットワークのインフラ機器、サーバ
、並びに様々な他のコンピューティングデバイスのいずれかを含むがこれらに限定されな
い、多数の異なる種類のデバイスに実装する及び／又はそれらと共に使用することができ
る。
【０００９】
　この発明の概要は、この文書に記載された主題のいくつかの簡単な概要を提供すること
を意図している。したがって、上述の特徴は単なる例であり、本明細書に記載される主題
の範囲又は趣旨を決して狭めるように解釈すべきではないことが理解されよう。本明細書
に記載された主題の他の特徴、態様、及び利点は、以下の詳細な説明、図面及び特許請求
の範囲から明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
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　実施形態の以下の詳細な説明について以下図面と併せて考察すると、本発明の主題をよ
り良く理解することができる。
【００１１】
【図１】いくつかの実施形態に係る、アクセサリデバイスを含む例示的な無線通信システ
ムを示す。
【００１２】
【図２】いくつかの実施形態に係る、アクセサリデバイスがセルラ基地局と直接通信する
こと又はスマートフォンなどの中間デバイス若しくはプロキシデバイスのセルラ機能を利
用することのいずれかを選択的に行うことができる例示的なシステムを示す。
【００１３】
【図３】いくつかの実施形態に係る、例示的な無線デバイスを示すブロック図である。
【００１４】
【図４】いくつかの実施形態に係る、例示的な基地局を示すブロック図である。
【００１５】
【図５】いくつかの実施形態に係る、可能な通常のカバレッジセル範囲及び延長カバレッ
ジセル範囲の例を示す。
【００１６】
【図６】いくつかの実施形態に係る、ＵＥデバイスにスケジューリング情報を提供するた
めに使用される制御チャネル間を迅速に切り替えるための例示的な方法を示す通信フロー
図である。
【００１７】
【図７】いくつかの実施形態に係る、可能な制御チャネル切り替え構成のための例示的な
可能なタイムラインを示す。
【図８】いくつかの実施形態に係る、可能な制御チャネル切り替え構成のための例示的な
可能なタイムラインを示す。
【００１８】
　本明細書で説明される特徴は、様々な修正及び代替形態を受け入れる余地があるが、そ
の特定の実施形態を例として図面に示し、本明細書で詳細に説明する。しかし、図面及び
それらに対する詳細な説明は、開示されている特定の形態に限定することを意図するもの
ではなく、逆に、その意図は、添付の「特許請求の範囲」によって定義されるような本主
題の趣旨及び範囲内に収まる、全ての修正、均等物、及び代替物を包含することである点
を理解されたい。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　専門用語
　以下は、本開示で使用される用語の定義である。
【００２０】
　記憶媒体－様々な種類の非一時的なメモリデバイス又は記憶デバイスのうちの任意のも
の。用語「記憶媒体」は、インストール媒体、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ、フロッピーディス
ク又はテープデバイス、ＤＲＡＭ、ＤＤＲ　ＲＡＭ、ＳＲＡＭ、ＥＤＯ　ＲＡＭ、Ｒａｍ
ｂｕｓ　ＲＡＭなどの、コンピュータシステムメモリ又はランダムアクセスメモリ、フラ
ッシュ、磁気媒体、例えばハードドライブ、又は光記憶装置などの、不揮発性メモリ、レ
ジスタ、又はその他の同様の種類のメモリ要素などを含むことが意図されている。記憶媒
体は、他の種類の非一時的メモリ、並びにそれらの組合せも含んでもよい。加えて、記憶
媒体は、プログラムが実行される内部で第１のコンピュータシステムに位置してもよく、
又はインターネットなどのネットワークを介して第１のコンピュータシステムに接続する
、第２の異なるコンピュータシステムに位置してもよい。後者の例では、第２のコンピュ
ータシステムは、実行のために、プログラム命令を第１のコンピュータシステムに提供す
ることができる。用語「記憶媒体」は、異なる位置、例えば、ネットワークを介して接続
された異なるコンピュータシステムに常駐することができる２つ以上の記憶媒体を含んで
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もよい。記憶媒体は、１つ以上のプロセッサによって実行することができるプログラム命
令（例えば、コンピュータプログラムとして具現化された）を記憶してもよい。
【００２１】
　キャリア媒体－上述のような記憶媒体、並びにバス、ネットワークなどの物理的伝送媒
体、及び／又は電気信号、電磁信号、若しくはデジタル信号などの信号を伝送する他の物
理的伝送媒体。
【００２２】
　プログラム可能ハードウェア要素－プログラム可能相互接続を介して接続された複数の
プログラム可能機能なブロックを備える、様々なハードウェアデバイスを含む。例として
は、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ）、ＰＬＤ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　
Ｄｅｖｉｃｅ、プログラム可能論理デバイス）、ＦＰＯＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍ
ｍａｂｌｅ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ａｒｒａｙ、フィールドプログラマブルオブジェクトアレイ
）、及びＣＰＬＤ（Ｃｏｍｐｌｅｘ　ＰＬＤ、複合ＰＬＤ）を含む。プログラム可能な機
能ブロックは、細かい粒度のもの（組合せロジック又はルックアップテーブル）から粗い
粒度のもの（演算論理装置又はプロセッサコア）にまで及ぶことができる。プログラム可
能なハードウェア要素はまた、「再構成可能な論理」と称されることがある。
【００２３】
　コンピュータシステム－パーソナルコンピュータシステム（ＰＣ）、メインフレームコ
ンピュータシステム、ワークステーション、ネットワーク装具、インターネット、携帯情
報端末（ＰＤＡ）、テレビシステム、グリッドコンピューティングシステム、又はその他
のデバイス若しくはデバイスの組合せ、を含む様々な種類のコンピューティング又は処理
システムのうちの任意のもの。一般的に、用語「コンピュータシステム」は、記憶媒体か
らの命令を実行する少なくとも１つのプロセッサを有する任意のデバイス（又はデバイス
の組合せ）を包含するように広義に定義することができる。
【００２４】
　ユーザ機器（ＵＥ）（又は「ＵＥデバイス」）－移動式又は携帯式であり、無線通信を
実行する様々な種類のコンピュータシステムデバイスのうちの任意のもの。ＵＥデバイス
の例としては、携帯電話若しくはスマートフォン（例えば、ｉＰｈｏｎｅ（登録商標）、
Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）ベースの電話）、ポータブルゲームデバイス（例えば、Ｎｉ
ｎｔｅｎｄｏ　ＤＳ（登録商標）、ＰｌａｙＳｔａｔｉｏｎ（登録商標）Ｐｏｒｔａｂｌ
ｅ（商標）、Ｇａｍｅｂｏｙ（登録商標）Ａｄｖａｎｃｅ（商標）、ｉＰｈｏｎｅ（登録
商標））、ラップトップ、ウェアラブルデバイス（例えば、スマートウォッチ、スマート
グラス）、ＰＤＡ、ポータブルインターネットデバイス、音楽プレーヤ、データ記憶デバ
イス、又は他のハンドヘルドデバイスなどが挙げられる。一般に、用語「ＵＥ」又は「Ｕ
Ｅデバイス」は、ユーザによって容易に持ち運ばれ、無線通信が可能なあらゆる電子、コ
ンピューティング及び／又は電気通信デバイス（又はデバイスの組合せ）を包含するよう
に広義に定義することができる。
【００２５】
　無線デバイス－無線通信を実行する様々な種類のコンピュータシステムデバイスのうち
の任意のもの。無線デバイスは、携帯式（若しくは移動式）とすることができる、又は特
定の位置に定置若しくは固定することができる。ＵＥは、無線デバイスの一例である。
【００２６】
　通信デバイス－通信を実行する様々な種類のコンピュータシステム又はデバイスのうち
の任意のものであって、通信は、有線又は無線とすることができる。通信デバイスは、携
帯式（若しくは移動式）とすることができる、又は特定の位置に定置若しくは固定するこ
とができる。無線デバイスは、通信デバイスの一例である。ＵＥは、通信デバイスの別の
例である。
【００２７】
　基地局－用語「基地局」（「ｅＮＢ」とも呼ばれる）は、その通常の意味の全範囲を有
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し、少なくとも、固定位置に設置され、無線セルラ通信システムの一部として通信するた
めに使用される無線通信局を含む。
【００２８】
　リンクバジェットが制限された－その通常の意味の全範囲を含み、少なくとも、リンク
バジェットが制限されていないデバイスに対して又は無線アクセス技術（radio access t
echnology、ＲＡＴ）規格が開発されたデバイスに対して、制限された通信機能、又は制
限された電力を呈する無線デバイス（例えば、ＵＥ）の特性を含む。リンクバジェットが
制限された無線デバイスは、比較的制限された受信機能及び／又は送信機能を経験するこ
とがあり、それは、デバイスの設計、デバイスのサイズ、バッテリのサイズ、アンテナの
サイズ若しくは設計、送信電力、受信電力、現在の伝送媒体状態、及び／又は他の要因な
どの、１つ以上の要因に起因する場合がある。そのようなデバイスは、本明細書で「リン
クバジェットが制限された」（又は「リンクバジェットが制約された」）デバイスと呼ば
れる場合がある。デバイスは、そのサイズ、バッテリ電力、及び／又は送信／受信電力に
より、本質的にリンクバジェットが制限される場合がある。例えば、ＬＴＥ又はＬＴＥ－
Ａを介して基地局と通信しているスマートウォッチは、その縮小された送信／受信電力及
び／又は縮小されたアンテナにより、本質的にリンクバジェットが制限される場合がある
。スマートウォッチなどのウェアラブルデバイスは、一般的にリンクバジェットが制限さ
れたデバイスである。あるいは、デバイスは、本質的にリンクバジェットが制限されない
場合があり、例えば、ＬＴＥ又はＬＴＥ－Ａを介した通常の通信のために充分なサイズ、
バッテリ電力、及び／又は送信／受信電力を有する場合があるが、例えば、セルの縁部に
あるスマートフォンなどの、現在の通信条件により一時的にリンクバジェットが制限され
る場合がある。用語「リンクバジェットが制限された」は、電力制限を含む又は包含し、
したがって、電力が制限されたデバイスは、リンクバジェットが制限されたデバイスと考
え得ることを留意されたい。
【００２９】
　処理要素（又はプロセッサ）－様々な要素又は要素の組合せを指す。処理要素は、例え
ば、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃ
ｉｒｃｕｉｔ、特定用途向け集積回路）などの回路、個別のプロセッサコアの一部分若し
くは回路、プロセッサコア全体、個別プロセッサ、フィールドプログラマブルゲートアレ
イ（field programmable gate array、ＦＰＧＡ）などのプログラム可能なハードウェア
デバイス、及び／又は複数のプロセッサを含むシステムのより大きい部分を含む。
【００３０】
　自動的に－ユーザ入力が、アクション又は動作を直接指定若しくは実行することなく、
コンピュータシステム（例えば、コンピュータシステムによって実行されるソフトウェア
）又はデバイス（例えば、回路、プログラム可能なハードウェア要素、ＡＳＩＣなど）に
よって、それらのアクション又は動作が実行されることを指す。したがって、用語「自動
的に」は、ユーザが入力を提供して操作を直接実行するような、ユーザによって手動で実
行され又は指定される動作とは対照的である。自動手順は、ユーザが提供する入力によっ
て開始されてもよいが、「自動的に」実行される後続のアクションはユーザによって指定
されるものではなく、すなわち、実行するべき各アクションをユーザが指定する「手動」
では実行されない。例えば、ユーザが、各フィールドを選択し、情報を明示する入力を提
供することによって（例えば、情報のタイピング、チェックボックスの選択、ラジオボタ
ンの選択などによって）、電子フォームに記入することは、コンピュータシステムが、ユ
ーザアクションに応じて、フォームを更新しなければならない場合であっても、手動でフ
ォームに記入することである。フォームは、コンピュータシステムによって自動的に記入
されてもよく、この場合、コンピュータシステム（例えば、コンピュータシステム上で実
行されるソフトウェア）は、そのフィールドに対する回答を指定するユーザ入力を何ら使
用することなく、そのフォームのフィールドを分析して、フォームに記入する。上述のよ
うに、ユーザは、フォームの自動記入を呼び出すことができるが、フォームの実際の記入
には関与しない（例えば、ユーザがフィールドに対する回答を手動で指定することはなく



(9) JP 6892925 B2 2021.6.23

10

20

30

40

50

、むしろ、それらは自動的に完了される）。本明細書は、ユーザが取った動作に応じて自
動的に実行される様々な動作の例を提供する。
【００３１】
　ように構成されている－様々な構成要素が、タスクを実行する「ように構成されている
」と説明され得る。そのような文脈において「ように構成されている」は、動作中のタス
クを実行する「構造を有する」ことを一般的に意味する広範な説明である。このように、
構成要素は、タスクを現在実行していない場合であっても、そのタスクを実行するように
構成することができる（例えば、電気導体の組は、２つのモジュールが接続されていなく
ても、モジュールを別のモジュールへ電気的に接続するように構成されていてもよい）。
いくつかの文脈において、「ように構成されている」は、動作中のタスクを実行する「回
路を有する」ことを一般的に意味する広範な説明であってもよい。このように、構成要素
は、現在オンでなくても、そのタスクを実行するように構成することができる。一般に、
「ように構成されている」に対応する構造を形成する回路は、ハードウェア回路を含んで
もよい。
【００３２】
　本明細書の記載では、便宜上、様々な構成要素がタスク（単数又は複数）を実行するよ
うに説明され得る。そのような説明は、語句「ように構成されている」を含むように解釈
されるべきである。１つ以上のタスクを実行するように構成されている構成要素の説明は
、その構成要素について米国特許法１１２条第６パラグラフの解釈を引き起こさないこと
が、明確に意図されている。
　図１～図２：無線通信システム
【００３３】
　図１は、無線セルラ通信システムの一例を示す。図１は、多くの中で１つの可能性を表
しており、必要に応じて、本開示の特徴が様々なシステムのいずれかで実装されてもよい
ことに留意されたい。例えば、本明細書で説明された実施形態は、任意の種類の無線デバ
イスにおいて実行され得る。
【００３４】
　図に示すように、例示的な無線通信システムは、１つ以上の無線デバイス１０６Ａ、１
０６Ｂなど並びにアクセサリデバイス１０７と、送信媒体を介して通信するセルラ基地局
１０２を含む。無線デバイス１０６Ａ、１０６Ｂ及び１０７は、本明細書で「ユーザ機器
」（ＵＥ）又はＵＥデバイスと称されることがあるユーザデバイスであってもよい。
【００３５】
　基地局１０２は、無線基地局装置（ＢＴＳ）又はセルサイトとすることができ、ＵＥデ
バイス１０６Ａ、１０６Ｂ及び１０７との無線通信を可能にするハードウェアを含んでも
よい。また、基地局１０２は、ネットワーク１００（例えば、様々な可能性のうち、セル
ラサービスプロバイダのコアネットワーク、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）などの電気通信
ネットワーク、及び／又はインターネット）と通信するために装備されていてもよい。そ
れゆえ、基地局１０２は、ＵＥデバイス１０６と１０７との間の通信、及び／又はＵＥデ
バイス１０６／１０７とネットワーク１００との間の通信を容易とすることができる。他
の実施形態では、基地局１０２は、８０２．１１ａ、ｂ、ｇ、ｎ、ａｃ、ａｄ及び／若し
くはａｘなどの１つ以上のＷＬＡＮプロトコル、又は非ライセンス帯域（例えば、ＬＡＡ
）におけるＬＴＥをサポートするアクセスポイントなどの１つ以上の他の無線技術を介し
て通信を提供するように構成されていてもよい。
【００３６】
　基地局１０２の通信エリア（又はカバレッジ領域）は、「セル」と呼ばれることもある
。基地局１０２及びＵＥ１０６／１０７は、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ（ＷＣＤＭＡ、ＴＤＳ－Ｃ
ＤＭＡ）、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）、ＮＲ、ＨＳＰＡ、３ＧＰ
Ｐ２　ＣＤＭＡ２０００（例えば１ｘＲＴＴ、１ｘＥＶ－ＤＯ、ＨＲＰＤ、ｅＨＲＰＤ）
、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）、ＷｉＭＡＸなどの、様々な無線アクセス技術（ＲＡＴ）又は
無線通信技術のいずれかを使用して、伝送媒体を介して通信するように構成されていても
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よい。
【００３７】
　１つ以上のセルラ通信技術に従って動作する基地局１０２及び他の類似の基地局（図示
せず）は、それゆえ、１つ以上のセルラ通信技術を介して地理的エリアにわたってＵＥデ
バイス１０６Ａ～Ｂ及び１０７並びに類似のデバイスに連続性のある又はほぼ連続性のあ
る重なり合うサービスを提供することができる、セルのネットワークとして提供されても
よい。
【００３８】
　少なくとも一部の例では、ＵＥデバイス１０６／１０７は、複数の無線通信技術のいず
れかを使用して通信できることに留意されたい。例えば、ＵＥデバイス１０６／１０７は
、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、ＣＤＭＡ２０００、ＷｉＭＡＸ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、ＮＲ、ＷＬ
ＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、１つ以上の全地球的衛星航法システム（ＧＮＳ
Ｓ、例えばＧＰＳ又はＧＬＯＮＡＳＳ）、１つ以上のモバイルテレビ放送規格（例えば、
ＡＴＳＣ－Ｍ／Ｈ）などのうちの１つ以上を使用して通信するように構成されていてもよ
い。無線通信技術の他の組み合わせ（３つ以上の無線通信技術を含む）も可能である。同
様に、一部の例では、ＵＥデバイス１０６／１０７は、単一の無線通信技術のみを使用し
て通信するように構成されていてもよい。
【００３９】
　ＵＥ１０６Ａ及び１０６Ｂは、典型的には、スマートフォン又はタブレットなどのハン
ドヘルドデバイスであるが、セルラ通信機能を有する様々な種類のデバイスのいずれかで
あってもよい。例えば、ＵＥ１０６Ａ及び１０６Ｂのうちの１つ以上は、器具、測定デバ
イス、制御デバイスなどの定置又は移動性の配備のために意図された無線デバイスであり
得る。ＵＥ１０６Ｂは、アクセサリデバイス１０７と呼ばれることもあるＵＥデバイス１
０７と通信するように構成されていてもよい。アクセサリデバイス１０７は、様々な種類
の無線デバイスのうちのいずれか、典型的には、フォームファクタがより小さいウェアラ
ブルデバイスであってもよく、ＵＥ１０６と比べて制限されたバッテリ、出力電力及び／
又は通信能力を有してもよい。１つの共通する例として、ＵＥ１０６Ｂは、ユーザによっ
て持ち運ばれるスマートフォンであってもよく、アクセサリデバイス１０７は、同一のユ
ーザによって着用されるスマートウォッチであってもよい。ＵＥ１０６Ｂとアクセサリデ
バイス１０７は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ又はＷｉ－Ｆｉなどの様々な短距離通信プロトコル
のいずれかを使用して通信してもよい。
【００４０】
　アクセサリデバイス１０７は、セルラ通信機能を含むため、セルラ基地局１０２と直接
通信可能である。しかしながら、アクセサリデバイス１０７は、通信、出力電力及び／又
はバッテリのうちの１つ以上が制限されている可能性があるので、アクセサリデバイス１
０７は、一部の例では、基地局１０２との、ひいてはネットワーク１００への通信目的の
プロキシとしてＵＥ１０６Ｂを選択的に利用する場合がある。換言すると、アクセサリデ
バイス１０７は、ＵＥ１０６Ｂのセルラ通信機能を選択的に使用してセルラ通信を行うこ
とができる。アクセサリデバイス１０７の通信能力の制限は、例えば、出力電力又はサポ
ートされる無線アクセス技術（ＲＡＴ）の制限に起因して、永続的ともなり得るし、例え
ば、現在のバッテリ状態、ネットワークへのアクセス不能、又は受信不良などの状態に起
因して、一時的ともなり得る。
【００４１】
　図２は、基地局１０２と通信する例示的なアクセサリデバイス１０７を示す。アクセサ
リデバイス１０７は、スマートウォッチなどのウェアラブルデバイスであってもよい。ア
クセサリデバイス１０７は、セルラ通信機能を備え、図示されるような基地局１０２と直
接通信する能力を有してもよい。アクセサリデバイス１０７が基地局と直接通信するよう
に構成されている場合には、アクセサリデバイスは、「自律モード」にあると呼ばれる場
合がある。
【００４２】
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　アクセサリデバイス１０７はまた、短距離通信プロトコルを使用して、プロキシデバイ
ス又は中間デバイスと呼ばれる別のデバイス（例えば、ＵＥ１０６）とも通信できる。例
えば、アクセサリデバイス１０７は、いくつかの実施形態によれば、ＵＥ１０６と「対」
になり得る。いくつかの状況下では、アクセサリデバイス１０７は、セルラ音声／データ
を基地局１０２と通信するために、このプロキシデバイスのセルラ機能を使用することが
できる。換言すると、アクセサリデバイス１０７は、近距離リンクを介して、基地局１０
２向けに意図された音声／データパケットをＵＥ１０６に提供してもよく、ＵＥ１０６は
、そのセルラ機能を使用して、アクセサリデバイス１０７に代わって、この音声／データ
を基地局に送信（又は中継）してもよい。同様に、基地局によって送信され、アクセサリ
デバイス１０７向けに意図された音声／データパケットは、ＵＥ１０６のセルラ機能によ
って受信された後、近距離リンクを介してアクセサリデバイスに中継されてもよい。この
ように、ＵＥ１０６は、携帯電話、タブレット、若しくは任意の他の種類のハンドヘルド
デバイス、メディアプレーヤ、コンピュータ、ラップトップ又は実質的に任意の種類の無
線デバイスであってもよい。アクセサリデバイス１０７が、中間デバイス又はプロキシデ
バイスのセルラ機能を使用して基地局と間接的に通信するように構成されている場合には
、アクセサリデバイスは、「中継モード」にあると呼ばれる場合がある。
【００４３】
　ＵＥ１０６及び／又は１０７は、セルラモデムと呼ばれる、セルラ通信を容易にするた
めのデバイス又は集積回路を含み得る。セルラモデムは、本明細書で説明されるように、
１つ以上のプロセッサ（処理要素）及び様々なハードウェア構成要素を含み得る。ＵＥ１
０６及び／又は１０７は、１つ以上のプログラム可能なプロセッサ上で命令を実行するこ
とにより、本明細書に記載された方法の実施形態のいずれかを実行してもよい。あるいは
又は加えて、１つ以上のプロセッサは、本明細書で説明された方法の実施形態のうちのい
ずれか、又は本明細書で説明された方法の実施形態のうちのいずれかの任意の部分を実行
するように構成されているＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）などの１
つ以上のプログラム可能なハードウェア要素又は他の回路を含んでもよい。本明細書で説
明されたセルラモデムは、本明細書で定義されるようなＵＥデバイス、本明細書で定義さ
れるような無線デバイス、又は本明細書で定義されるような通信デバイスにおいて使用す
ることができる。本明細書で説明されたセルラモデムはまた、基地局又は他の類似のネッ
トワーク側デバイスでも使用できる。
【００４４】
　ＵＥ１０６及び／又は１０７は、２つ以上の無線通信プロトコル又は無線アクセス技術
を使用して通信するための１つ以上のアンテナを含んでもよい。一部の実施形態では、Ｕ
Ｅデバイス１０６／１０７は、単一の共有無線機を使用して通信するように構成されてい
てもよい。共有無線機は、無線通信を実行するための、単一のアンテナに連結することが
できるか、又は複数のアンテナ（例えば、ＭＩＭＯの場合）に連結することができる。あ
るいは、ＵＥデバイス１０６／１０７は、２つ以上の無線機を含んでもよい。他の構成も
可能である。
【００４５】
　アクセサリデバイス１０７は、一部の実施形態では、従来のスマートフォンと比べて小
さいフォームファクタを有する様々な種類のデバイスのうちのいずれかとすることができ
、従来のスマートフォンと比べて、制限された通信機能、制限された出力電力、又は制限
されたバッテリ寿命のうちの１つ以上を有してもよい。上述したように、一部の実施形態
では、アクセサリデバイス１０７は、スマートウォッチ又は他の種類のウェアラブルデバ
イスである。別の例では、アクセサリデバイス１０７は、Ｗｉ－Ｆｉ機能を有する（場合
によりセルラ通信機能が制限されているかセルラ通信能力を持たない）ｉＰａｄなどのタ
ブレットデバイスであって、現在はＷｉ－Ｆｉホットスポットに近接していないため、現
在はＷｉ－Ｆｉを介してインターネットと通信できないタブレットデバイスとすることが
できる。よって、上記のように、用語「アクセサリデバイス」は、一部の例において、通
信機能が制限され又は縮小され、したがって、１つ以上のアプリケーション及び／又はＲ
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ＡＴのための通信目的のプロキシとしてＵＥ１０６を選択的かつ便宜的に利用することが
できる、様々な種類のデバイスのいずれかを指す。ＵＥ１０６がアクセサリデバイス１０
７によってプロキシとして使用可能である場合には、ＵＥ１０６は、アクセサリデバイス
１０７のコンパニオンデバイスと呼ばれる場合がある。
　図３－ＵＥデバイスのブロック図
【００４６】
　図３は、ＵＥデバイス１０６又は１０７などのＵＥデバイスの１つの可能なブロック図
を示す。図に示すように、ＵＥデバイス１０６／１０７は、様々な目的のための諸部分を
含み得る、システムオンチップ（system on chip、ＳＯＣ）３００を含み得る。例えば、
図に示すように、ＳＯＣ３００は、ＵＥデバイス１０６／１０７に対するプログラム命令
を実行することができるプロセッサ（単数又は複数）３０２と、グラフィック処理を実行
し、ディスプレイ３６０に表示信号を提供することができる表示回路３０４とを含んでも
よい。ＳＯＣ３００はまた、例えば、ジャイロスコープ、加速度計、及び／又は様々な他
の動き感知構成要素のうちのいずれかを使用して、ＵＥ１０６の動きを検出できる動き感
知回路３７０も含んでもよい。プロセッサ（単数又は複数）３０２はまた、プロセッサ（
単数又は複数）３０２からアドレスを受信し、それらのアドレスをメモリ（例えば、メモ
リ３０６、読み出し専用メモリ（read only memory、ＲＯＭ）３５０、フラッシュメモリ
３１０）内の位置に変換するように構成され得る、メモリ管理ユニット（memory managem
ent unit、ＭＭＵ）３４０に結合されてもよい。ＭＭＵ３４０は、メモリ保護及びページ
テーブル変換又はセットアップを実行するように構成されていてもよい。いくつかの実施
形態では、ＭＭＵ３４０はプロセッサ（単数又は複数）３０２の一部分として含まれても
よい。
【００４７】
　図に示すように、ＳＯＣ３００は、ＵＥ１０６／１０７の様々な他の回路に結合されて
もよい。例えば、ＵＥ１０６／１０７は、（例えば、ＮＡＮＤフラッシュ３１０を含む）
様々な種類のメモリ、（例えば、コンピュータシステム、ドック、充電ステーションなど
に結合するための）コネクタインタフェース３２０、ディスプレイ３６０、及び（例えば
、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、ＮＲ、ＣＤＭＡ２０００、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、Ｗｉ－Ｆｉ、Ｎ
ＦＣ、ＧＰＳなどのための）無線通信回路３３０を含んでもよい。
【００４８】
　ＵＥデバイス１０６／１０７は、基地局及び／又は他のデバイスとの無線通信を実行す
るための、少なくとも１つのアンテナ、一部の実施形態では、複数のアンテナ３３５ａ及
び３３５ｂを含んでもよい。例えば、ＵＥデバイス１０６／１０７は、アンテナ３３５ａ
及び３３５ｂを使用して、無線通信を実行することができる。上述したように、ＵＥデバ
イス１０６／１０７は、一部の実施形態では、複数の無線通信規格又は無線アクセス技術
（ＲＡＴ）を使用して無線で通信するように構成されていてもよい。
【００４９】
　無線通信回路３３０は、Ｗｉ－Ｆｉロジック３３２、セルラモデム３３４、及びＢｌｕ
ｅｔｏｏｔｈロジック３３６を含んでもよい。Ｗｉ－Ｆｉロジック３３２は、ＵＥデバイ
ス１０６／１０７が８０２．１１ネットワーク上でＷｉ－Ｆｉ通信を実行できるようにす
るためのものである。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈロジック３３６は、ＵＥデバイス１０６／１０
７がＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信を実行できるようにするためのものである。セルラモデム３
３４は、１つ以上のセルラ通信技術に従って、セルラ通信を実行することができる低電力
セルラモデムであり得る。
【００５０】
　本明細書で説明されるように、ＵＥ１０６／１０７は、本開示の実施形態を実装するた
めのハードウェア及びソフトウェア構成要素を含んでもよい。例えば、ＵＥデバイス１０
６／１０７の無線通信回路３３０（例えば、セルラモデム３３４）のうちの１つ以上の構
成要素は、例えば、記憶媒体（例えば、非一時的コンピュータ可読記憶媒体）に記憶され
たプログラム命令を実行するプロセッサ、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートア
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レイ）として構成されたプロセッサによって、及び／又はＡＳＩＣ（特定用途向け集積回
路）を含み得る専用ハードウェア構成要素を使用して、本明細書で説明された方法の一部
又は全てを実行するように構成されていてもよい。
　図４－基地局のブロック図
【００５１】
　図４は、いくつかの実施形態に係る、基地局１０２の例示的なブロック図を示す。図４
の基地局は、予想される基地局の一例にすぎないことに留意されたい。図に示すように、
基地局１０２は、基地局１０２に対するプログラム命令を実行し得るプロセッサ（単数又
は複数）４０４を含んでもよい。プロセッサ（単数又は複数）４０４はまた、プロセッサ
（単数又は複数）４０４からアドレスを受信し、それらのアドレスをメモリ（例えばメモ
リ４６０、及び読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）４５０）内の位置に変換するように構成さ
れ得るメモリ管理ユニット（ＭＭＵ）４４０に、又は他の回路若しくはデバイスに結合さ
れてもよい。
【００５２】
　基地局１０２は、少なくとも１つのネットワークポート４７０を含んでもよい。ネット
ワークポート４７０は、電話網に連結するように構成されており、図１及び図２において
上述したように、ＵＥデバイス１０６／１０７などの複数のデバイスに、その電話網への
アクセスを提供してもよい。
【００５３】
　ネットワークポート４７０（又は追加のネットワークポート）は、更に又は代替的に、
セルラネットワークに、例えばセルラサービスプロバイダのコアネットワークに接続する
ように構成されていてもよい。このコアネットワークは、ＵＥデバイス１０６／１０７な
どの複数のデバイスに、モビリティに関連するサービス及び／又は他のサービスを提供す
ることができる。例えば、コアネットワークは、例えば、モビリティ管理サービス、サー
ビングゲートウェイ（serving gateway、ＳＧＷ）、及び／又はパケットデータネットワ
ークゲートウェイ（packet data network gateway、ＰＧＷ）を提供するための、例えば
、インターネットなどへの外部データ接続を提供するための、モビリティ管理エンティテ
ィ（mobility management entity、ＭＭＥ）を含んでもよい。場合によっては、ネットワ
ークポート４７０は、コアネットワークを介して電話網に連結することができ、及び／又
はコアネットワークは、（例えば、セルラサービスプロバイダによってサービス提供受け
るＵＥデバイス間に）電話網を提供することができる。
【００５４】
　基地局１０２は、少なくとも１つのアンテナ４３４を含んでもよく、場合によっては複
数のアンテナを含んでもよい。アンテナ（単数又は複数）４３４は、無線送受信器として
動作するように構成されていてもよく、無線機４３０を介して、ＵＥデバイス１０６／１
０７と通信するように更に構成されていてもよい。アンテナ（単数又は複数）４３４は、
通信チェーン４３２を介して、無線機４３０と通信する。通信チェーン４３２は、受信チ
ェーン、送信チェーン、又はその両方であってもよい。無線機４３０は、ＬＴＥ、ＬＴＥ
－Ａ、５Ｇ－ＮＲ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、ＣＤＭＡ２０００、Ｗｉ－Ｆｉなどを含むがこれ
らには限定されない種々の無線通信規格によって、通信するように構成されていてもよい
。
【００５５】
　基地局１０２は、複数の無線通信規格を使用して無線通信するように構成されていても
よい。一部の例では、基地局１０２は、複数の無線機を含んでもよく、これによって、基
地局１０２は、複数の無線通信技術に従って通信することができる。例えば、一つの可能
性として、基地局１０２は、ＬＴＥに従って通信を実行するためのＬＴＥ無線機、並びに
、Ｗｉ－Ｆｉに従って通信するためのＷｉ－Ｆｉ無線機を含んでもよい。このような場合
、基地局１０２は、ＬＴＥ基地局及びＷｉ－Ｆｉアクセスポイントの両方として動作する
ことができる。別の可能性として、基地局１０２は、マルチモード無線機を含んでもよく
、これによって、複数の無線通信技術（例えば、ＬＴＥとＷｉ－Ｆｉ、ＬＴＥとＵＭＴＳ
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、ＬＴＥとＣＤＭＡ２０００、ＵＭＴＳとＧＳＭ、等）のうちのいずれかに従って、通信
を行うことができる。
【００５６】
　本明細書で更にこの後に説明するように、ＢＳ１０２は、本明細書で説明する機能を実
装するためのハードウェア構成要素及びソフトウェア構成要素を含んでもよい。基地局１
０２のプロセッサ４０４は、例えば、記憶媒体（例えば、非一時的コンピュータ可読記憶
媒体）に記憶されたプログラム命令を実行することによって、本明細書で説明される方法
の一部又は全てを実行するように構成されていてもよい。あるいは、プロセッサ４０４は
、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）などのプログラム可能なハードウ
ェア要素として、又はＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）若しくはこれらの組み合わせと
して、構成されていてもよい。あるいは（又は加えて）、ＢＳ１０２のプロセッサ４０４
は、他の構成要素４３０、４３２、４３４、４４０、４５０、４６０、４７０のうちの１
つ以上と共に、本明細書で説明する特徴の一部若しくは全てを実装する又は実装をサポー
トするように構成されていてもよい。
　図５～図８－例示的なカバレッジモード、通信フロー図、及びタイムライン
【００５７】
　セルラ通信技術が発展するにつれて、より多くの数のセルラ通信可能デバイスが配備さ
れることが予想される。デバイスの数が増加し続けている理由の１つとしては、マシンタ
イプ通信（machine type communication、ＭＴＣ）を実行するデバイスの開発及び普及が
挙げられる。定置配備デバイス、ウェアラブルデバイス、及び／又は「モノのインターネ
ット」の一部を形成する他のデバイスを含み得るこのようなデバイスは、一般に、頻繁な
及び／又は周期的な小データ送信を実行するように設計され得る。
【００５８】
　このようなデバイスの潜在的なより限定された予想される使用シナリオの観点から、主
としてＭＴＣを実行するように予想されるデバイスは、例えば、このようなデバイスのサ
イズ、製造コスト、及び／又は消費者のコストを低減するために、一般に、多くの他の一
般セルラデバイス（例えば、ハンドヘルド型セルラ電話など）よりも複雑性の低いデバイ
スであり得る。したがって、多くの場合、このようなデバイスの通信機能（例えば、アン
テナの数及び／又は効率性レベル、バッテリ機能、通信範囲など）は、比較的制限され得
る。例えば、このようなデバイスの多くは、リンクバジェットが制限されたデバイスと見
なすことができる。
【００５９】
　これは、主として、より大きい通信機能を備えた無線デバイスをサポートする無線通信
システムに、困難をもたらす場合がある。したがって、少なくともいくつかの無線通信技
術は、（例えば、リンクバジェットが制限されていない無線デバイスに加えて）リンクバ
ジェットが制限されたデバイスをサポートするようにして修正及び／又は開発されている
。
【００６０】
　例えば、少なくともいくつかのセルラ通信システムは、例えば、様々な通信機能を有し
、及び／又は様々な無線状態で動作する無線デバイスに適応するのを助けるために、複数
のカバレッジモードを提供することができる。このようなカバレッジモードは、１つの可
能性として、（例えば、固有のデバイス機能、現在の状態、又はいくつかのこれらの組み
合わせの結果であろうとなかろうと、様々な程度の不良な無線状態の無線デバイスのため
の）１つ以上の拡張カバレッジモードと共に（例えば、良好な無線状態の無線デバイスの
ための）通常カバレッジモードを含むことができる。図５は、セルラ通信システム内で動
作するセルラ基地局によって提供され得る異なるカバレッジモードに関連付けられた、可
能な様々なおおよそのカバレッジ範囲の一例を示す。図に示すように、この例では、通常
カバレッジ５０２が利用可能な通信範囲は、拡張カバレッジ５０４が利用可能な通信範囲
よりも小さくてもよい。少なくとも一部の例では、通信帯域幅、最大アップリンクスルー
プット、最大ダウンリンクスループット、及び／又は様々な他の特徴のいずれかを含むが
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これらに限定されない、様々なカバレッジモードの特徴のいずれか又は全てが異なり得る
。
【００６１】
　多くの場合、無線デバイスは、提供されたカバレッジモードのうちの１つのみで優勢に
又は排他的に動作することができる。例えば、定置配備のＭＴＣデバイスは、１つの可能
性として、デバイス特性及びそのサービングセルとの典型的な無線状態のその特定の組み
合わせに基づいて、常に拡張カバレッジモードで動作することができる。しかし、デバイ
ス機能及び使用目的の増加幅の一部として、無線デバイスの少なくともいくつかのサブセ
ットは、異なるときに異なるカバレッジモードを使用する可能性が提供されることによる
恩恵を受けることがある。例えば、デバイスは、現在の無線状態、現在実行されている通
信の種類、節電及び／又は他のデバイス特性に関して現在有効化されているユーザが選好
する特徴などのいずれか又は全てに基づいて、異なるときに異なるカバレッジモードによ
ってより良くサービスされ得る。このようなデバイスの場合、異なるカバレッジモード間
で切り替えるための技術を提供することにより、例えば、サービスカバレッジ範囲を拡張
すること及び／又は電力消費を低減させることによって、動作効率を向上させることがで
きる。
【００６２】
　一例として、３ＧＰＰリリース１３は、カテゴリ１以上のデバイスがカバレッジ拡張（
coverage enhanced、ＣＥ）機能をサポートすることが可能であり得、かつ通常モード機
能もまたサポートすることが可能であり得ることに従って、様々なカテゴリのＵＥを定義
する。
【００６３】
　少なくともいくつかの実施形態によれば、このような異なるカバレッジモード間で異な
り得る１つの機能は、無線デバイスのアップリンク通信及び／又はダウンリンク通信をス
ケジュールするのに使用される種類の制御チャネルを含むことができる。例えば、１つの
可能性として、３ＧＰＰリリース１３通常カバレッジモードは、典型的には、アップリン
クグラント及びダウンリンクグラントを無線デバイスに提供するために最大２０ＭＨｚに
わたり得る物理ダウンリンク制御チャネル（physical downlink control channel、ＰＤ
ＣＣＨ）を使用してもよく、一方、３ＧＰＰリリース１３ＣＥモードは、典型的には、ア
ップリンクグラント及びダウンリンクグラントを無線デバイスに提供するために１．４Ｍ
Ｈｚにわたり得るＭＴＣ　ＰＤＣＣＨ（ｍＰＤＣＣＨ）を使用してもよい。この例では、
通常モード無線リソース制御（radio resource control、ＲＲＣ）接続の間、ＰＤＣＣＨ
は、アップリンクグラント及びダウンリンクグラントをスケジューリングする物理層（層
１又はＬ１とも呼ばれる）シグナリングに使用されてもよく、アップリンクハイブリッド
自動再送要求（hybrid automatic repeat request、ＨＡＲＱ）送信は、同期ＨＡＲＱで
あってもよく、ダウンリンクＨＡＲＱ送信は、非同期ＨＡＲＱであってもよい。加えて、
ＣＥモードＲＲＣ接続の間、ｍＰＤＣＣＨは、アップリンクグラント及びダウンリンクグ
ラントをスケジューリングする物理層（Ｌ１）シグナリングに使用されてもよく、アップ
リンクＨＡＲＱ送信は、非同期ＨＡＲＱであってもよく、ダウンリンクＨＡＲＱ送信は、
非同期ＨＡＲＱであってもよい。可能性の中でもとりわけ拡張ＰＤＣＣＨ（Ｅ－ＰＤＣＣ
Ｈ）などの様々な追加の又は代替の制御チャネルもまた可能であり得ることに留意された
い。例えば、いくつかの実施形態によれば、Ｅ－ＰＤＣＣＨなどは、ｍＰＤＣＣＨよりも
帯域幅が広い場合があり、また、ＰＤＣＣＨよりも帯域幅が狭い場合もある。
【００６４】
　異なる帯域幅のＰＤＣＣＨ及びｍＰＤＣＣＨ（並びに／又は他の可能な制御チャネル）
に少なくとも部分的に基づいて、スケジューリング情報を受信するＰＤＣＣＨを監視する
ことと、スケジューリング情報を受信するｍＰＤＣＣＨを監視することとを比較すると、
無線デバイスの実質的な電力使用差が存在し得る。特に、無線デバイスをこのような制御
チャネルのリッスンに費やし、多くの無線デバイスの総動作時間の実質的な部分であり得
るアップリンクグラント又はダウンリンクグラントを実際には受信していない時には、Ｐ
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ＤＣＣＨ（例えば、又はＥ－ＰＤＣＣＨ）などのより広い帯域の制御チャネルを監視する
ことと、ｍＰＤＣＣＨなどのより狭い帯域の制御チャネルを監視することとの間で切り替
える能力を有することにより得られる実質的に潜在的な恩恵が存在する。
【００６５】
　ＲＲＣ接続中のモード切り替えの１つの可能性として、必要に応じて、ＰＤＣＣＨスケ
ジューリング又はｍＰＤＣＣＨスケジューリングを使用するようにネットワークが無線デ
バイスを再構成できることに基づき、ＲＲＣメッセージ制御要素又はメディアアクセス制
御（ＭＡＣ）制御要素を使用して、無線デバイスがネットワークから要求を受信すること
、又はネットワークに要求を提供することが可能であり得る。しかし、この種類のシグナ
リングは、層２（Ｌ２とも呼ばれ、かつＲＲＣ及びＭＡＣを潜在的に包含する）おいて実
行されてもよく、これは、基地局（例えば、ｅＮＢ）負荷を増大させ得、かつ切り替え時
間を増大させ得、これにより、このようなモード切り替えが過度に頻繁に発生する場合に
は、潜在的な恩恵がコストを上回らない可能性がある。
【００６６】
　したがって、少なくともいくつかの実施形態によれば、より高速で及び／又はシグナリ
ング負荷の低減を伴うＲＲＣ接続中のモード切り替え技術は、無線デバイスの動作効率を
向上させ得る。図６は、いくつかの実施形態に係る、ＲＲＣ接続状態にある間に、制御チ
ャネル間を迅速に切り替えるためのこのような方法を示すフロー図である。様々な実施形
態では、示された方法の要素のいくつかは、同時に実行してもよく、示されたものとは異
なる順序で実行してもよく、他の方法要素によって置換されてもよく、又は省略してもよ
い。必要に応じて、追加の方法要素をも実行してもよい。
【００６７】
　図６の方法の態様は、図１～図３に示され、かつ図１～図３に関して記載されたＵＥ１
０６又は１０７などの無線デバイス並びに／若しくは図１、図２、及び図４に示され、か
つ図１、図２、及び図４に関して記載されたＢＳ１０２によって、又はより一般的には、
必要に応じて、他のデバイスの中でもとりわけ、上図に示されたコンピュータシステム又
はデバイスのうちのいずれかと共に実行することができる。図６の方法の少なくともいく
つかの要素は、ＬＴＥ規格及び／又は３ＧＰＰ規格と関連付けられた通信技術及び／又は
機能の使用と関連するようにして記載されているが、このような説明は、本開示を限定す
ることを意図するものではなく、図６の方法の態様は、必要に応じて、任意の好適な無線
通信システムにおいて使用され得ることに留意されたい。図に示すように、この方法は以
下のように動作してよい。
【００６８】
　６０２において、ＵＥ及びＢＳは、無線リソース制御接続を確立することができる。い
くつかの実施形態によれば、ＲＲＣ接続は、ＵＥがセルラ基地局によって提供されるサー
ビングセルに最初にキャンプオンした後に確立され得る。サービングセルは、ＬＴＥ、５
Ｇ－ＮＲ、ＵＭＴＳ、ＣＤＭＡ２０００などの無線通信技術（又は「無線アクセス技術（
radio access technology）」若しくは「ＲＡＴ」）に従って、セルラ通信サービスを提
供し得る。いくつかの実施形態によれば、サービングセルにキャンプオンするために、無
線デバイスは、サービングセルが存在することを検出し、タイミング同期を取得し、サー
ビングセルについてのシステム情報をデコードし、（例えば、アタッチメント手順を実行
することによって）セルにアタッチすることができる。様々な実施形態では、他の手順／
活動もまた、又は代替的に、例えば、無線通信システムの構成に応じて、サービングセル
にキャンプオンするために使用されてもよい。ＲＲＣ接続は、いくつかの実施形態によれ
ば、又は様々な他の可能な方法のいずれかにおいて、アイドルモードで動作している間に
実行されるランダムアクセスチャネル（random access channel、ＲＡＣＨ）手順により
確立され得る。
【００６９】
　サービングセルは、（例えば、無線デバイスのユーザがセルラサービスを提供するため
の加入契約及び／又は他の同意を有し得る）セルラサービスプロバイダのコアネットワー
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クなどのセルラネットワークへの通信リンクを無線デバイスに提供することができる。サ
ービングセルと接続モードで動作する場合、セルラネットワークは、ユーザデバイスと、
他のユーザデバイス、公衆交換電話網、インターネット、様々なクラウドベースサービス
などの、様々なサービス及び／又はセルラネットワークに連結されたデバイスとの間に接
続性を提供することができる。サービングセルを介して、異なる特性を有する様々な可能
なデータ型が送信され得る。加えて、様々なシグナリングメッセージを様々な時点で交換
して、無線デバイスとサービングセルとの間にシグナリング機能を確立、維持、再構成、
及び／又は別の方法で提供することができる。
【００７０】
　ＵＥとＢＳとの間の接続モード通信の一態様は、ＵＥに対してアップリンクグラント及
びダウンリンクグラントをスケジューリングすることを含み得る。いくつかの実施形態に
よれば、これは、ＢＳが、複数の可能な制御チャネルの中から潜在的に選択され得る制御
チャネルを使用して、このようなアップリンクグラント及びダウンリンクグラントについ
てのスケジューリング情報をＵＥに提供することを含み得る。よって、６０４において、
ＢＳは、スケジューリング情報をＵＥに提供する制御チャネルを判定し得る。制御チャネ
ルは、（例えば、少なくとも「第１の」制御チャネル及び「第２の」制御チャネルを含む
）少なくとも２つの可能な制御チャネルから選択され得る。１つの可能性として、可能な
制御チャネルは、広帯域制御チャネル（例えば、ＰＤＣＣＨ、又は場合によってはＥ－Ｐ
ＤＣＣＨ）及び狭帯域制御チャネル（例えば、ｍＰＤＣＣＨ）を含み得る。
【００７１】
　６０６において、ＢＳは、判定した制御チャネルの物理層インジケーションを提供し得
る。物理層（Ｌ１）におけるインジケーション提供することにより、切り替え時間をより
高速にすることができ、及び／又はネットワークのシグナリング負担を低減することがで
きる。これは、シグナリングが下位層で実行され得、場合によっては、（本明細書で、後
で更に説明されるように）暗黙であり得、よっていかなる追加のシグナリングも実際には
必要としない場合があるためである。
【００７２】
　６０８において、ＵＥは、例えば、ＢＳによって提供された物理層インジケーションに
少なくとも部分的に基づいて、インジケーションされた制御チャネルのスケジューリング
情報を監視することを判定し得る。したがって、いくつかの実施形態では、インジケーシ
ョンを受信後のいくらかの期間にわたって（例えば、そうでないことを示すインジケーシ
ョンを受信するまで、又はインジケーションの受信後に既定の期間が満了すると）、ＵＥ
は、インジケーションされた制御チャネルのみを監視することができ、他の可能な制御チ
ャネル（単数又は複数）を監視しなくてもよい。
【００７３】
　６１０において、ＢＳは、インジケーションされた制御チャネルを使用して、スケジュ
ーリング情報（例えば、アップリンクグラント及び／又はダウンリンクグラントを含む）
をＵＥに提供し得る。ＵＥは、ＢＳによって使用される制御チャネルを監視することがで
き、したがって、スケジューリング情報を受信することができる。ＵＥ及びＢＳは、例え
ば、ＢＳによって提供されたスケジューリング情報に従って、（例えば、アップリンク及
び／又はダウンリンク）データ通信を実行することができる。
【００７４】
　その後に、ＢＳ及びＵＥは、異なる制御チャネルに切り替わり得る場合に留意されたい
。例えば、最初に第１の制御チャネル上でスケジューリング情報を提供した後、ＢＳは、
第２の制御チャネル上で無線デバイスにスケジューリング情報を提供することを判定する
ことができる、又はその逆であってもよい。このような場合、ＢＳは、選択された制御チ
ャネルの物理層インジケーションをＵＥに再度提供することができ、インジケーションさ
れた制御チャネルを使用して、無線デバイスにスケジューリング情報を提供することがで
きる。ＵＥは、次に、スケジューリング情報をＵＥに提供するために使用される制御チャ
ネルを変更しているというようなインジケーションを受信し、それに応じて、新たにイン
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ジケーションされた制御チャネルを監視し始め、それにより、新たにインジケーションさ
れた制御チャネル上で提供されたスケジューリング情報を受信し得る。
【００７５】
　スケジューリング情報をＵＥに提供するために選択された制御チャネルの物理層インジ
ケーションを提供するための複数の可能なメカニズムが存在し得る。１つのこのような可
能なメカニズムは、スケジューリング情報用にどの制御チャネルを使用すべきかの明示的
なインジケーションを含み得る。例えば、３ＧＰＰのコンテキストでは、既存のダウンリ
ンク制御情報（downlink control information、ＤＣＩ）フォーマットに追加のビットを
追加してもよく、又はスケジューリング情報を提供するために使用される制御チャネルの
変更を示すために、新しいＤＣＩフォーマットを定義してもよい。
【００７６】
　このような場合、スケジューリング情報をリッスンするためにＵＥがＰＤＣＣＨを現在
使用しているときに、ネットワークがｍＰＤＣＣＨスケジューリングに切り替えるように
判定する場合、ネットワークは、スケジューリング情報用に使用される制御チャネルの切
り替えが、特定の数（「Ｎ」個）のサブフレームで発生するというインジケーションを、
切り替えが生じるまで次のＮ個のサブフレームのそれぞれについて提供し得る。Ｎの値は
、サブフレーム毎に、その初期値から１ずつ、Ｎが０に達するまでカウントダウンするこ
とができ、その時点で、ｍＰＤＣＣＨスケジューリングへの切り替えが開始され得る。
【００７７】
　同様に、スケジューリング情報をリッスンするためにＵＥがｍＰＤＣＣＨを現在使用し
ているときに、ネットワークがＰＤＣＣＨスケジューリングに切り替えるように判定する
場合、ネットワークは、スケジューリング情報用に使用される制御チャネルの切り替えが
、特定の数（「Ｍ」個）のサブフレームで発生するというインジケーションを、切り替え
が生じるまで次のＭ個のサブフレームのそれぞれについて提供し得る。Ｍの値は、サブフ
レーム毎に、その初期値から１ずつ、Ｍが０に達するまでカウントダウンすることができ
、その時点で、ＰＤＣＣＨスケジューリングへの切り替えが開始され得る。
【００７８】
　いくつかの実施形態によれば、Ｎ個又はＭ個のサブフレームにわたって繰り返している
インジケーションは、ＰＤＣＣＨデコード又はｍＰＤＣＣＨデコードが失敗した結果とし
て、スケジューリング情報用にどの制御チャネルを使用するかを切り替えるインジケーシ
ョンをＵＥが見逃す可能性を防止するのに役立ち得る。しかし、代替の又は追加の可能性
として、スケジューリング情報用にＰＤＣＣＨを使用することとｍＰＤＣＣＨを使用する
こととをネットワークが切り替えているという、ＤＣＩにおけるインジケーションに応じ
て、ＵＥは（例えば、アップリンク通信のために物理アップリンク制御チャネル（physic
al uplink control channel、ＰＵＣＣＨ）又は物理アップリンクシェアドチャネル（phy
sical uplink shared channel、ＰＵＳＣＨ）を使用して）肯定応答を送信することも可
能であり得る。この場合、ネットワークは、ネットワークが肯定応答を受信するまで、Ｐ
ＤＣＣＨとｍＰＤＣＣＨとの間でのスケジューリングの切り替えを実行しなくてもよい。
【００７９】
　スケジューリング情報をＵＥに提供するために選択された制御チャネルの物理層インジ
ケーションを提供するための別の可能なメカニズムとして、暗黙のインジケーションが使
用され得る。例えば、ＲＲＣ接続セットアップの間又はＲＲＣ接続再構成の間、ＵＥが、
ＰＤＣＣＨとｍＰＤＣＣＨの両方（並びに／又は、構成された場合には、潜在的にＥ－Ｐ
ＤＣＣＨ若しくは１つ以上の他の制御チャネル）を時折リッスンし、かつ、（もしあれば
）サイクルの二重監視部分の間にスケジューリング情報を提供するためにどの制御チャネ
ルがネットワークによって使用されるかに基づいて、サイクルの次のこのような二重監視
部分まで監視する制御チャネルを判定することに従って、ネットワークが周期的なサイク
ルでＵＥを構成することが可能であり得る。少なくともいくつかのＬＴＥの実施形態では
、このような二重監視部分又は二重リッスン部分が可能であり得る。これは、ＰＤＣＣＨ
は典型的には、ＬＴＥサブフレームの最初の１～３個のシンボル（例えば、制御空間）上
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で送信され得、一方、ｍＰＤＣＣＨは、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ph
ysical control format indicator channel、ＰＣＦＩＣＨ）及びＰＤＣＣＨが使用しな
いシンボル（例えば、ユーザ空間）上で送信され得、それにより、ＣＥ対応ＵＥは、１つ
のサブフレームにおいてＰＤＣＣＨとｍＰＤＣＣＨの両方をデコードすることが可能であ
り得るためである。
【００８０】
　サイクルの全サイクル長及び二重監視部分は、ＵＥが現在ＰＤＣＣＨモードであるか、
又はｍＰＤＣＣＨモードであるかに応じて、異なる長さを潜在的に含む、任意の所望の時
間の長さで構成されていてもよい。例えば、１つの非限定的な可能性として、ＰＤＣＣＨ
スケジューリングモードでは、ＵＥは、１００ｍｓサイクルの１０ｍｓ部分の間にＰＤＣ
ＣＨとｍＰＤＣＣＨの両方をリッスンするように構成されていてもよく、一方、ｍＰＤＣ
ＣＨスケジューリングモードでは、ＵＥは、２００ｍｓサイクルの１０ｍｓの部分の間に
ＰＤＣＣＨとｍＰＤＣＣＨの両方をリッスンするように構成されていてもよい。他の値（
例えば、全サイクル長又は二重リッスン部分の一方又はその両方についての、並びにＰＤ
ＣＣＨスケジューリングモード又はｍＰＤＣＣＨスケジューリングモードのいずれか又は
その両方についてのより長い値又はより短い値）もまた可能である。
【００８１】
　このようなシナリオでは、ＵＥがＰＤＣＣＨモードであるとき、ＰＤＣＣＨとｍＰＤＣ
ＣＨの両方をリッスンする期間中に、ＵＥは、例えば、二重アンテナ構成又は単一アンテ
ナ構成を使用して、最初にＰＤＣＣＨをデコードし得る。サブフレーム中に、ＵＥについ
てのスケジュールされた任意のアップリンクグラント又はダウンリンクグラントがＰＤＣ
ＣＨ上に存在する場合、ＵＥは、ＰＤＣＣＨモードのままであると判定し得、ｍＰＤＣＣ
Ｈを全くリッスンしなくてもよい。サブフレーム中に、ＵＥについてのスケジュールされ
たグラントがＰＤＣＣＨ上に存在しない場合、ＵＥは、ｍＰＤＣＣＨをデコードし得る。
ＵＥは、そのＲＦフロントエンドを広帯域構成（例えば、最大２０ＭＨｚ）から狭帯域構
成（例えば、１．４ＭＨｚの又は６個の物理リソースブロック（physical resource bloc
k、ＰＲＢ））及び単一アンテナ構成に切り替え、ＰＤＣＣＨ上で受信されるスケジュー
リング情報がないことを判定した後に、ｍＰＤＣＣＨをデコードすることができ得ること
に留意されたい。サブフレーム中に、ＵＥに対してスケジュールされた任意のアップリン
クグラント又はダウンリンクグラントがｍＰＤＣＣＨ上に存在する場合、ＵＥは、ｍＰＤ
ＣＣＨモードに切り替えると判定し得る。この二重監視手順は、アップリンクグラント若
しくはダウンリンクグラントがスケジュールされるまで、又は二重監視期間が終了するま
で、二重監視期間中の各サブフレームについて実行され得る。二重監視期間中にＰＤＣＣ
Ｈ又はｍＰＤＣＣＨのいずれかに提供されたグラントが存在しない場合、ＵＥはまた、ｍ
ＰＤＣＣＨモードに切り替えてもよい。ＰＤＣＣＨモードであり二重監視期間でない場合
、ＵＥは、アップリンクグラント及びダウンリンクグラントについてＰＤＣＣＨのみをリ
ッスンし得る（例えば、ＵＥは、ＰＤＣＣＨモードで動作し二重監視期間でない場合、ｍ
ＰＤＣＣＨをリッスンしなくてもよい）。
【００８２】
　同様に、ＰＤＣＣＨとｍＰＤＣＣＨの両方をリッスンする期間中に、ＵＥがｍＰＤＣＣ
Ｈモードであるとき、ＵＥは、例えば、二重アンテナ構成又は単一アンテナ構成を使用し
て、最初にＰＤＣＣＨをデコードし得る。サブフレーム中に、ＵＥについてのスケジュー
ルされた任意のアップリンクグラント又はダウンリンクグラントがＰＤＣＣＨ上に存在す
る場合、ＵＥは、ＰＤＣＣＨモードに切り替えると判定し得、（例えば、次の二重監視期
間まで）ｍＰＤＣＣＨを全くリッスンしなくてもよい。サブフレーム中に、ＵＥに対して
スケジュールされたグラントがＰＤＣＣＨ上に存在しない場合、ＵＥは、ｍＰＤＣＣＨを
デコードし得、場合によってはｍＰＤＣＣＨのデコーディングのためにそのＲＦフロント
エンドを再構成することを含む。サブフレーム中に、ＵＥについてのスケジュールされた
任意のアップリンクグラント又はダウンリンクグラントがｍＰＤＣＣＨ上に存在する場合
、ＵＥは、ｍＰＤＣＣＨモードのままであると判定し得る。この二重監視手順は、アップ
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リンクグラント若しくはダウンリンクグラントがスケジュールされるまで、又は二重監視
期間が終了するまで、二重監視期間中の各サブフレームについて実行され得る。二重監視
期間中にＰＤＣＣＨ又はｍＰＤＣＣＨのいずれかに提供されたグラントが存在しない場合
、ＵＥはまた、ｍＰＤＣＣＨモードのままであってもよい。ｍＰＤＣＣＨモードであり二
重監視期間でない場合、ＵＥは、アップリンクグラント及びダウンリンクグラントについ
てｍＰＤＣＣＨのみをリッスンし得る（例えば、ＵＥは、ｍＰＤＣＣＨモードで動作し二
重監視期間でない場合、ＰＤＣＣＨをリッスンしなくてもよい）。
【００８３】
　いくつかの実施形態によれば、このようなシナリオでは、ＵＥがＰＤＣＣＨモード又は
ｍＰＤＣＣＨモードで動作しているかどうかにかかわらず、ＵＥは、接続モード間欠受信
（connected mode discontinuous reception、ＣＤＲＸ）構成に依然として従うことがで
きる。例えば、ＵＥのＤＲＸ不活動タイマーが満了すると、ＵＥはＣＤＲＸモードに入る
ことができる。ＵＥがその後（例えば、そのＣＤＲＸウェイクアップ構成に基づいて、そ
のＣＤＲＸオン期間中に）ウェイクアップすると、ＵＥは、例えば、今後のスケジューリ
ング情報を監視する制御チャネルを判定するために、ネットワークによって構成された期
間にわたってＰＤＣＣＨとｍＰＤＣＣＨの両方をリッスンする二重監視期間を最初に利用
してもよい。例えば、ＰＤＣＣＨ又はｍＰＤＣＣＨモードである場合の二重監視期間と同
様に、ＵＥは、例えば、二重アンテナ構成又は単一アンテナ構成を使用して、最初にＰＤ
ＣＣＨをデコードし得る。サブフレーム中に、ＵＥについてのスケジュールされた任意の
アップリンクグラント又はダウンリンクグラントがＰＤＣＣＨ上に存在する場合、ＵＥは
、ＰＤＣＣＨモードに入ると判定し得、（例えば、次のＣＤＲＸオン期間又は他の構成さ
れた二重監視期間まで）ｍＰＤＣＣＨを全くリッスンしなくてもよい。サブフレーム中に
、ＵＥに対してスケジュールされたグラントがＰＤＣＣＨ上に存在しない場合、ＵＥは、
ｍＰＤＣＣＨをデコードし得、場合によってはｍＰＤＣＣＨのデコーディングのためにそ
のＲＦフロントエンドを再構成することを含む。サブフレーム中に、ＵＥについてのスケ
ジュールされた任意のアップリンクグラント又はダウンリンクグラントがｍＰＤＣＣＨ上
に存在する場合、ＵＥは、ｍＰＤＣＣＨモードに入ると判定し得る。この二重監視手順は
、アップリンクグラント若しくはダウンリンクグラントがスケジュールされるまで、又は
二重監視期間が終了するまで、二重監視期間中の各サブフレームについて実行され得る。
二重監視期間中にＰＤＣＣＨ又はｍＰＤＣＣＨのいずれかに提供されたグラントが存在し
ない場合、ＵＥはまた、ｍＰＤＣＣＨモードに入ってもよい。
【００８４】
　比較的最小の制御シグナリングにより制御チャネルの切り替えをサポートするための追
加の又は代替の可能なメカニズムとして、いくつかの実施形態では、１つ以上の制御チャ
ネル不活動タイマーが無線デバイス用に構成されていてもよい。このような制御チャネル
不活動タイマーが構成され、無線デバイスが制御チャネル不活動タイマーの継続時間にわ
たって任意の制御情報（例えば、アップリンクグラント又はダウンリンクグラント）を受
信しない場合、無線デバイスは、代替の（例えば、デフォルトの）制御チャネルに切り替
えて、制御情報を監視してもよい。制御チャネル不活動タイマーの満了の前に、無線デバ
イスが制御チャネル不活動タイマーに関連付けられた制御チャネル上で制御情報を受信し
た場合、制御チャネル不活動タイマーは、再開され得、これにより、無線デバイスがその
制御チャネルを監視するように構成されている継続時間を延長し得る。
【００８５】
　例えば、１つの可能性として、ＰＤＣＣＨ不活動タイマーは、（例えば、ＰＤＣＣＨの
みのモードの一部として、又は二重若しくは複数の制御チャネル監視期間中に）ＵＥがＰ
ＤＣＣＨを監視するように構成されている間に構成されてもよく、ＰＤＣＣＨ不活動タイ
マーが満了すると、ＵＥは、ｍＰＤＣＣＨ（例えば、ｍＰＤＣＣＨのみ）を監視すること
に自律的に切り替えることができる。このような場合、（ＣＤＲＸが構成されている場合
）ＣＤＲＸ不活動タイマーが満了するまで、ＵＥはｍＰＤＣＣＨ（例えば、ｍＰＤＣＣＨ
のみ）を監視し続けてもよく、ＢＳがＵＥに新しいインジケーションを（例えば、ｍＰＤ
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ＣＣＨ上で）送信し、ＰＤＣＣＨに切り替えて戻すまで、及び／又は別の構成された条件
を満たすまで、ＵＥはスリープモードに入る。ＣＤＲＸが構成されているシナリオでは、
ＣＤＲＸ不活動タイマーが満了した場合、スリープ後及び次のウェイクアップ期間（例え
ば、オン期間）の間に、ＵＥは、ｍＰＤＣＣＨを監視し続けてもよく、又は例えば、構成
に応じて、本明細書に前述したように二重監視モード若しくは複数の監視モードで動作し
てもよい。
【００８６】
　様々な実施形態によれば、このような制御チャネル不活動タイマーメカニズムの構成パ
ラメータ／設定は、（例えば、規格仕様書で定められている）静的に構成されたパラメー
タ／設定、及び／又は（例えば、無線デバイスとネットワークとの間で、例えば、ＲＲＣ
構成／再構成メッセージを使用してシグナリングされる）動的に構成されたパラメータ／
設定を含み得ることに留意されたい。
【００８７】
　図７～図８は、それぞれ、図６に関して本明細書で前述した特定の構成に従って、どの
制御チャネルを使用するかの明示的な物理層インジケーション及び暗黙の物理層インジケ
ーションにより可能な構成中で生じ得るシナリオ示す例示的なタイムラインを示す。
【００８８】
　図７は、いくつかの実施形態に係る、明示的な物理層シグナリングを使用して、ＰＤＣ
ＣＨ（例えば、ＰＤＣＣＨのみ）を監視するか又はｍＰＤＣＣＨ（例えば、ｍＰＤＣＣＨ
のみ）を監視するかを示すことができる例示的なタイムラインを示す。図に示すように、
ＵＥは、ＰＤＣＣＨを監視するように最初に構成されていてもよい。ＵＥは、ｍＰＤＣＣ
Ｈを使用するように実際に切り替える前に複数のサブフレーム中でｍＰＤＣＣＨを監視す
るために、（例えば、ＰＤＣＣＨを介して）インジケーション（例えば、図示されたシナ
リオでは、３つのインジケーション）を受信することができ、各インジケーションは、切
り替えが生じるまで残るサブフレームの数をカウントダウンする。インジケーションされ
たサブフレームから始めて、ＵＥは、ｍＰＤＣＣＨ（例えば、ｍＰＤＣＣＨのみ）を監視
してもよい。ＵＥは、ＰＤＣＣＨを監視するように切り替える１つ以上のインジケーショ
ンを受信するまで、ｍＰＤＣＣＨを監視し続けてもよい。同様に、ＵＥは、ＰＤＣＣＨを
使用するように実際に切り替える前に複数のサブフレーム中でＰＤＣＣＨを監視するため
、（例えば、ｍＰＤＣＣＨを介して）インジケーション（例えば、図示されたシナリオで
は、３つのインジケーション）を受信することができ、各インジケーションは、切り替え
が生じるまで残るサブフレームの数をカウントダウンする。インジケーションされたサブ
フレームから始めて、ＵＥは、ＰＤＣＣＨ（例えば、ＰＤＣＣＨのみ）を監視してもよい
。
【００８９】
　所望であれば、制御チャネルを切り替えるこのような明示的なインジケーションは、制
御チャネル間を切り替えるための唯一の構成されたメカニズムであり得る。しかし、所望
であれば、代替の又は追加の可能なメカニズムとして、ＰＤＣＣＨ不活動タイマーもまた
、使用され得ることに留意されたい。例えば、図７にも示されるように、ＵＥは、ＰＤＣ
ＣＨ不活動タイマーを利用してもよく、それが満了した場合（例えば、ＰＤＣＣＨ不活動
タイマーの継続時間にわたって、ＰＤＣＣＨ上で制御情報がＵＥに提供されない場合）、
ＵＥは、図示されているように、ｍＰＤＣＣＨ（例えば、ｍＰＤＣＣＨのみ）を監視する
ように切り替えることができる。
【００９０】
　図７は、スケジュールされた制御チャネル切り替えまでカウントダウンする複数のイン
ジケーションが使用されるシナリオを示すが、本明細書に前述したように、インジケーシ
ョンされた制御チャネル切り替えを確認するために、肯定応答により、ＵＥが代わりに又
は加えて、制御チャネル切り替えのインジケーションに応答する構成もまた可能であるこ
とにも留意されたい。
【００９１】
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　図８は、いくつかの実施形態に係る、暗黙の物理層シグナリングを使用して、ＰＤＣＣ
Ｈ（例えば、ＰＤＣＣＨのみ）を監視するか又はｍＰＤＣＣＨ（例えば、ｍＰＤＣＣＨの
み）を監視するかを示すことができる例示的なタイムラインを示す。図に示すように、Ｕ
Ｅは、例えば、二重監視期間の一部として、ＰＤＣＣＨとｍＰＤＣＣＨの両方を最初に監
視している場合がある。二重監視期間のサブフレームのうちの１つの間に、ＵＥは、ｍＰ
ＤＣＣＨを介してダウンリンク制御情報を受信し得る。この暗黙のインジケーションに基
づいて、ＵＥは、その後、ｍＰＤＣＣＣＨ（例えば、ｍＰＤＣＣＣＨのみ）を監視し得る
。ＵＥは、図に示すように、次の構成された二重監視期間までｍＰＤＣＣＨを監視し続け
てもよく、このとき、ＵＥは、ＰＤＣＣＨとｍＰＤＣＣＨの両方を監視し始めることがで
きる。図示の例では、ＵＥは、二重監視期間のサブフレームのうちの１つの間に、ＰＤＣ
ＣＨを介してダウンリンク制御情報を受信し得る。この暗黙のインジケーションに基づい
て、ＵＥは、その後、ｍＰＤＣＣＣＨ（例えば、ｍＰＤＣＣＣＨのみ）を監視し得る。少
なくともいくつかの実施形態によれば、ＰＤＣＣＨを監視する暗黙のインジケーションを
受信した場合には、例えば、図に示すように、ｍＰＤＣＣＨが同一のサブフレーム中で後
に提供され得るため、ＵＥは、インジケーションが受信されるのと同一のサブフレーム中
でＰＤＣＣＨのみを監視し始めることができることに留意されたい。また図に示すように
、少なくともいくつかの実施形態によれば、ｍＰＤＣＣＨを監視する暗黙のインジケーシ
ョンを受信した場合には、例えば、ＵＥがそのサブフレーム中で先に提供されたＰＤＣＣ
Ｈを既にリッスンしていることがあるので、ＵＥは、次のサブフレームまでにｍＰＤＣＣ
Ｈのみの監視を始めない場合がある。
【００９２】
　本明細書に記載された技術は、様々な可能性の中でも、スケジューリング情報をＵＥに
提供するのに使用される制御チャネル間を迅速に切り替えるためにのみ、又は動作モード
間をより広く切り替えるために使用され得ることに留意されたい。例えば、本明細書に記
載されるようにＰＤＣＣＨモードで動作するとき、ＵＥはまた、より一般的には、通常カ
バレッジモードで動作してもよく、これは、通常モードに関連付けられた１つ以上の追加
の機能を実装するようにＵＥ及びＢＳを暗黙で構成することを潜在的に含む。同様に、本
明細書に記載されるようにｍＰＤＣＣＨモードで動作するとき、ＵＥはまた、より一般的
には、拡張カバレッジモードで動作してもよく、これは、拡張カバレッジモードに関連付
けられた１つ以上の追加の機能を実装するようにＵＥ及びＢＳを暗黙で構成することを潜
在的に含む。
　追加の情報
【００９３】
　以下の情報は、ＬＴＥリリース１３の拡張カバレッジモード特性及びパラメータの可能
な詳細を含み、これは、例証の目的のために提供され、本開示全体を制限することを意図
するものではない。
【００９４】
　いくつかの実施形態によれば、無線デバイスは、ＬＴＥに関するそのデバイスカテゴリ
に従ってカテゴライズされ得る。例えば、カテゴリ１のＬＴＥデバイス、例えば、ＵＬカ
テゴリ１及びＤＬカテゴリ１であるデバイスについて考える。このようなデバイスにおい
て、ｅ－ＨＡＲＱ－ｐａｔｔｅｒｎ－ＦＤＤ－ｒ１２パラメータは、例えば、４ＴＴＩバ
ンドリング、３ＨＡＲＱプロセス、及び１２ミリ秒のラウンドトリップ時間（round trip
 time、ＲＴＴ）で、ＦＤＤのＴＴＩバンドリング動作のための拡張ＨＡＲＱパターンを
ＵＥがサポートするかどうかを定義することができる。ｃｅ－ＭｏｄｅＡ－ｒ１３パラメ
ータは、ランダムアクセスにて、ＵＥがＣＥモードＡ並びにＰＲＡＣＨ　ＣＥレベル０及
び１での動作をサポートするかどうかを定義できる。ｉｎｔｒａＦｒｅｑＡ３－ＣＥ－Ｍ
ｏｄｅＡ－ｒ１３パラメータは、ＣＥモードＡで動作しているときにＵＥが通常カバレッ
ジ及びＣＥモードＡで内部の隣接セルのイベントＡ３をサポートするかどうかを定義でき
る。ｉｎｔｒａＦｒｅｑＨＯ－ＣＥ－ＭｏｄｅＡ－ｒ１３パラメータは、ＣＥモードＡで
動作しているときにＵＥが通常カバレッジ及びＣＥモードＡで対象セルへの内部ハンドオ
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ーバをサポートするかどうかを定義できる。
【００９５】
　セルにより提供されたＭＩＢ内の新しい３２ビット署名を使用して、ＣＥ　ＳＩＢ１が
スケジュールされているか、並びにそのトランスポートブロックサイズ及び反復数を示す
ことができる。このような署名は、セルが３ＧＰＰ　Ｒ１３によって定義されたＣＥ機能
をサポートすることを示すことができる。署名値０は、ＣＥ機能がサポートされていない
ことを意味し得る。
【００９６】
　ＣＥ機能がセルにサポートされている場合、カバレッジ拡張のためのＣＥ　ＳＩＢ１が
セルによって提供され得る。より大きなＳＩウィンドウ長及び反復パターンをＣＥ　ＳＩ
Ｂに使用してもよい。また、狭帯域（例えば、連続的に６ＰＲＢ）及びトランスポートブ
ロックサイズをＣＥ　ＳＩＢに使用してもよい。加えて、周波数ホッピング構成を、ＣＥ
　ＳＩＢに使用してもよい。カバレッジ拡張のためのＣＥ　ＳＩＢ２もまた提供され得る
。ＣＥ　ＳＩＢは、ＣＥ　ＰＲＡＣＨ構成及びＣＥ　ｍＰＤＣＣＨ／ＰＤＳＣＨ／ＰＵＳ
ＣＨ／ＰＣＨ共通構成を示すことができる。
【００９７】
　サービングセルによってサポートされた各ＣＥレベルは、ランダムアクセスプリアンブ
ルの送信のためのＰＲＡＣＨリソースの組と関係付けることができる。ＵＥのＣＥレベル
は、サービングセルのＲＳＲＰ測定値及びＣＥ　ＳＩＢ２のｒｓｒｐ－Ｔｈｒｅｓｈｏｌ
ｄｓＰｒａｃｈＩｎｆｏＬｉｓｔに基づいて選択され得る。各ＣＥレベル当たりのプリア
ンブル送信試行の最大数（３／４／５／６／７／８／１０）は、ＣＥ　ＳＩＢ２によって
提供され得る。各ＣＥレベルの試行当たりのプリアンブル送信に必要な反復数（１／２／
４／８／１６／３２／６４／１２８）はまた、ＣＥ　ＳＩＢ２によって提供され得る。加
えて、各ＣＥレベルにおけるＲＡＲのｍＰＤＣＣＨを監視するための狭帯域、ＲＡＲ、ｍ
ｓｇ３、及びｍｓｇ４のｍＰＤＣＣＨ共通探索空間の反復数、並びにＣＥレベル当たりの
ＲＡ応答ウィンドウサイズ及び競合解決タイマーは全てＣＥ　ＳＩＢ２によって提供され
得る。
【００９８】
　ＵＥが拡張カバレッジ内にある場合、その対応するＣＥレベルに基づいて、ランダムア
クセスのＰＲＡＣＨプリアンブルを選択するものとする。ＵＥは、対応する反復数、ＲＡ
＿ＲＮＴＩ、プリアンブルｉｎｄ、及び目標電力を有するプリアンブルを送信することが
できる。
【００９９】
　ＵＥが１つのＣＥレベルで最大数のランダムアクセス試行に失敗した場合、次のＣＥレ
ベルでランダムアクセスに挑戦するものとする。
【０１００】
　ｍｓｇ３のＰＵＳＣＨ反復数は、ネットワークから受信したＲＡＲに示されてもよい。
【０１０１】
　パラメータＰＵＣＣＨ－ＮｕｍＲｅｐｅｔｉｔｉｏｎＣＥは、ＣＥモードＡのためのＰ
ＵＣＣＨフォーマット１／１ａ／２／２ａ／２ｂのためのＰＵＣＣＨ反復数を提供するこ
とができる。
【０１０２】
　パラメータＰＵＣＣＨ－ｎｕｍＲｅｐｅｔｉｔｉｏｎＣＥ－ｍｓｇ４－ｌｅｖｅｌ０／
１／２／３は、ＰＲＡＣＨ　ＣＥレベル０／１／２／３のためのｍｓｇ４を含むＰＤＳＨ
に、ＨＡＲＱ応答をＰＵＣＣＨが搬送する反復数を提供することができる。
【０１０３】
　ＣＥモードにおける１つのページングオケージョン（paging occasion、ＰＯ）は、Ｐ
－ＲＮＴＩがｍＰＤＣＣＨ上で送信されるサブフレームを含むことができる。そのサブフ
レームは、そのＩＭＳＩ、ＤＲＸサイクル、及びＣＥ　ＳＩＢ２において提供されるペー
ジング狭帯域の数（Ｎｎ）に基づいて、ＵＥによって判定され得る。
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【０１０４】
　例えば、ＣＥ　ＳＩＢ２においてパラメータｍＰＤＣＣＨ－ＮｕｍＲｅｐｅｔｉｔｉｏ
ｎ－Ｐａｇｉｎｇ－Ｒ１３で定義されるように、ＰＯを搬送するｍＰＤＣＣＨを複数回繰
り返すことができる。
【０１０５】
　カバレッジ拡張（ＣＥ）レベルの情報は、ＵＥにとって利用可能であれば、サービング
ｅＮＢによって、ＥＣＭ＿ＩＤＬＥへの遷移時にそれぞれのセル識別子と共にＭＭＥに透
過的に提供することができ、ページング中にＥ－ＵＴＲＡＮに提供することができる。ペ
ージング試行情報は、カバレッジ拡張レベルの情報が受信されたＵＥについて、全てのペ
ージングされたｅＮＢに常に提供され得る。
【０１０６】
　ページング試行情報がページングメッセージに含まれる場合、各ページングされたｅＮ
Ｂは、ページング試行中に同一の情報を受信することができる。ページング試行カウント
は、新たなページング試行毎に１ずつ増加し得る。次のページングエリアスコープは、存
在する場合、ＭＭＥが次のページング試行において現在選択されているページングエリア
を変更することを計画しているかどうかを示す。ＵＥがそのモビリティ状態をＥＣＭ　Ｃ
ＯＮＮＥＣＴＥＤに変更すると、ページング試行カウントがリセットされる。
【０１０７】
　拡張カバレッジモードでのＰＵＳＣＨ送信は、ｍＰＤＣＣＨによって示されるＮ－サブ
フレームＴＴＩバンドル内であり得る。８／１６／３２の値を有するパラメータＰＵＳＣ
Ｈ－ｍａｘＮｕｍＲｅｐｅｔｉｔｉｏｎＣＥｍｏｄｅＡ－ｒ１３は、例えば、次の可能性
｛１，２，４，８｝、｛１，４，８，１６｝、｛１，４，１６，３２｝の中のＣＥモード
ＡのＰＵＳＣＨ反復数の組を示す最大値を示し得る。１９２／２５６／．．／２０４８の
値を有するパラメータＰＵＳＣＨ－ｍａｘＮｕｍＲｅｐｅｔｉｏｎＣＥｍｏｄｅＢ－ｒ１
３は、ＣＥモードＢのＰＵＳＣＨ反復数の組を示す最大値を示し得る。いくつかの実施形
態によれば、ＰＵＳＣＨ帯域幅は、６ＰＲＢに制限され得る。アップリンクＨＡＲＱ動作
は、バンドル内での受信を除いて、拡張カバレッジにおいてＵＥと非同期であり得る。
【０１０８】
　拡張カバレッジモードでのＰＤＳＣＨ送信は、ｍＰＤＣＣＨによって示されるＮ－サブ
フレームＴＴＩバンドル内であり得る。８／１６／３２の値を有するパラメータＰＤＳＣ
Ｈ－ｍａｘＮｕｍＲｅｐｅｔｉｏｎＣＥｍｏｄｅＡ－ｒ１３は、例えば、次の可能性｛１
，２，４，８｝、｛１，４，８，１６｝、｛１，４，１６，３２｝の中のＣＥモードＡの
ＰＤＳＣＨ反復数の組を示す最大値を示し得る。１９２／２５６／．．／２０４８の値を
有するパラメータＰＤＳＣＨ－ｍａｘＮｕｍＲｅｐｅｔｉｏｎＣＥｍｏｄｅＢ－ｒ１３は
、ＣＥモードＢのＰＤＳＣＨ反復数の組を示す最大値を示し得る。いくつかの実施形態に
よれば、ＰＤＳＣＨ帯域幅は、６ＰＲＢに制限され得る。
【０１０９】
　拡張カバレッジモードにおいて提供されるｍＰＤＣＣＨは、次の反復レベル｛１，２，
４，８，１６，３２，６４，１２８，２５６｝の中の反復レベルを利用することができる
。ｍＰＤＣＣＨアグリゲーションレベルは、次のアグリゲーションレベル｛１，２，４，
８，１６，１２，２４｝に含まれ得る。いくつかの実施形態によれば、ｍＰＤＣＣＨ帯域
幅は、６ＰＲＢに制限され得る。
【０１１０】
　ＶｏＬＴＥの既存のＮＷ構成は、１／２オーディオパケットバンドリング、ＴＢＳ２０
８ビット／３２８ビット、セグメント１４４／１７６ビット、４ＨＡＲＱ送信に対して、
ＰＵＳＣＨ　４ＴＴＩＢ、４ＨＡＲＱ、ＨＡＲＱ　ＲＴＴ　１６ｍｓを含み得る。４回か
ら７回へのＨＡＲＱ送信の増加は、リンクバジェットゲイン（例えば、１つの可能性とし
て、約２ｄＢ）をもたらし得る。
【０１１１】
　ＣＥモードＡにおける可能なｍＰＤＣＣＨ／ＰＵＳＣＨ構成は、ＰＵＳＣＨ　８ＴＴＩ
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Ｂ、３ＨＡＲＱ、ＨＡＲＱ　ＲＴＴ　２４ｍｓ、４回の反復のｍＰＤＣＣＨを含むことが
できる。１回のオーディオパケットバンドリングに対して、ＴＢＳ２０８ビット、セグメ
ント１４４／１７６ビット、５／６／７ＨＡＲＱ送信を使用できる。２回のオーディオパ
ケットバンドリングに対して、ＴＢＳ３２８ビット、セグメント１４４／１７６ビット、
５／６／７ＨＡＲＱ送信を使用できる。１つの可能性として、これは、約４～５ｄＢの潜
在的ＵＬリンクバジェットゲインを提供することができる。
【０１１２】
　ＣＥモードＡにおける別の可能なｍＰＤＣＣＨ／ＰＵＳＣＨは、ＰＵＳＣＨ　８ＴＴＩ
Ｂ、２ＨＡＲＱ、ＨＡＲＱ　ＲＴＴ　１６ｍｓ、２回の反復のｍＰＤＣＣＨを含むことが
できる。１回のオーディオパケットバンドリングに対して、ＴＢＳ２０８ビット、セグメ
ント１４４／１７６ビット、ＨＡＲＱ８／９／１０送信を使用できる。２回オーディオパ
ケットバンドリングに対して、ＴＢＳ３２８ビット、セグメント１４４／１７６ビット、
ＨＡＲＱ８／９／１０送信を使用できる。１つの可能性として、これは、約６ｄＢ～７ｄ
Ｂの潜在的ＵＬリンクバジェットゲインを提供することができる。
【０１１３】
　ＣＥモードＡにおける別の可能なｍＰＤＣＣＨ／ＰＵＳＣＨは、ＰＵＳＣＨ　４ＴＴＩ
Ｂ、３ＨＡＲＱ、ＨＡＲＱ　ＲＴＴ　１２ｍｓ、２回の反復のｍＰＤＣＣＨを含むことが
できる。１回のオーディオパケットバンドリングに対して、ＴＢＳ２０８ビット、セグメ
ント１４４／１７６ビット、ＨＡＲＱ１０／１１／１２送信を使用できる。２回のオーデ
ィオパケットバンドリングに対して、ＴＢＳ３２８ビット、セグメント１４４／１７６ビ
ット、ＨＡＲＱ１０／１１／１２送信を使用できる。１つの可能性として、これは、約４
ｄＢ～５ｄＢの潜在的ＵＬリンクバジェットゲインを提供することができる。
【０１１４】
　カテゴリ１以上のＵＥについて、通常カバレッジを超えたカバレッジにある場合、圏外
（out-of-service、ＯＯＳ）に行かないようにするために、無線デバイスは、ｅＮｏｄｅ
Ｂによってサポートされている場合、カバレッジ拡張機能を動的に利用できる場合がある
。このような技術の一部として、セルがキャンプオンすべきサービングセルとして選択さ
れた場合、ＵＥは、ＣＥ署名がＭＩＢに存在するかどうかチェックすることによって、セ
ルが３ＧＰＰ　Ｒ１３カバレッジ拡張機能をサポートするかどうかを判定することができ
る。ＣＥがサービングセル上でサポートされている場合、ＵＥは、ＣＥレベル閾値、ＣＥ
　ＰＲＡＣＨ、及びｍＰＤＣＣＨ構成のためのＣＥ　ＳＩＢを記憶することができる。
【０１１５】
　アイドルモードであるとき、サービングセル測定値に基づいて、ＵＥは、それが通常カ
バレッジ又は拡張カバレッジ及びその対応するＣＥレベルにあるかを判定することができ
る。ＵＥが通常カバレッジから拡張カバレッジに入っている場合、ＵＥは、ＣＥ　ＳＩＢ
からの構成情報を利用して、モビリティ管理接続を確立して（ＴＡＵを実行して又は任意
の他のＭＭメッセージを送信して）、そのＭＭＥをＣＥモードアイドルページングに切り
替えるように更新することができる。ＵＥは、アイドルページングについてｍＰＤＣＣＨ
をリッスンするように切り替えることができる。ＭＭＥが最終的にＵＥをページングする
と、ＭＭＥは、ＵＥのＣＥレベル情報及びページング試行カウント情報をｅＮｏｄｅＢの
グループに送信することができる。したがって、グループ内の各ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥが
拡張カバレッジにある場合、ｍＰＤＣＣＨでＵＥをページングするようことを判定するこ
とができ、そうでなければ、ＰＤＣＣＨでＵＥをページングすることができる。加えて、
ＵＥのセル内／セル間再選択は、（例えば、通常カバレッジのセル選択基準Ｓの代わりに
）拡張カバレッジのセル選択基準Ｓに基づき得る。
【０１１６】
　ＵＥが拡張カバレッジから通常カバレッジに入っている場合、ＵＥは、アイドルページ
ングについてｍＰＤＣＣＨをリッスンし続けることができ、又はモビリティ管理接続を確
立して（例えば、ＴＡＵを実行して）、ＭＭＥを通常モードアイドルページングに切り替
えるように更新することができ、この場合には、ＵＥは、アイドルページングのＰＤＣＣ
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Ｈをリッスンするように切り替えることができる。加えて、そのセル内／セル間再選択は
、（例えば、拡張カバレッジのセル選択基準Ｓの代わりに）通常カバレッジのセル選択基
準Ｓに基づき得る。
【０１１７】
　ＲＲＣ接続が確立されると、ＵＥが通常カバレッジにある場合、ランダムアクセス手順
を実行するために通常カバレッジのＰＲＡＣＨプリアンブルを選択することができる。Ｕ
Ｅが拡張カバレッジにある場合、ランダムアクセス手順を実行するために対応する拡張カ
バレッジレベルからＰＲＡＣＨプリアンブルを選択することができる。
【０１１８】
　ＲＲＣ接続を出ると、ＵＥは、通常カバレッジにある場合、通常カバレッジ内のアイド
ルモードに入り、通常ＳＩＢを読み取り、アイドルページングのＰＤＣＣＨをリッスンす
ることができる。ＵＥは、拡張カバレッジにある場合、拡張カバレッジ内のアイドルモー
ドに入り、ＣＥ　ＳＩＢを読み取り、アイドルページングのｍＰＤＣＣＨをリッスンする
ことができる。
【０１１９】
　ＲＲＣ接続中、ＵＥが通常カバレッジから拡張カバレッジに入っている場合、ＵＥが、
その対応するＣＥレベルからのＰＲＡＣＨプリアンブルを使用して、ＲＲＣ接続を再確立
してもよく、又は、代替的には、例えば、ＵＥがトリガした測定レポートに基づいて、Ｎ
Ｗが、ｍＰＤＣＣＨを使用するようにＲＲＣ接続を再構成してもよい。ＵＥが拡張カバレ
ッジから通常カバレッジに入っている場合、ＵＥが、通常カバレッジのＰＲＡＣＨプリア
ンブルを使用して、ＲＲＣ接続を再確立してもよく、又は、代替的には、例えば、ＵＥが
トリガした測定レポートに基づいて、ＮＷが、ＰＤＣＣＨを使用するようにＲＲＣ接続を
再構成してもよい。ネットワークはまた、拡張カバレッジの専用ＰＲＡＣＨプリアンブル
を使用して同一セルハンドオーバを実行して、ＲＲＣ接続中にＵＥがｍＰＤＣＣＨを使用
するように切り替えてもよく、又は、逆に、ネットワークは、通常カバレッジの専用ＰＲ
ＡＣＨプリアンブルを使用して、ＲＲＣ接続中にＵＥがＰＤＣＣＨを使用するように切り
替えてもよい。更に、ＮＷは、拡張カバレッジ内のセルから通常カバレッジ内のセルへの
、又は通常カバレッジ内のセルから拡張カバレッジ内のセルへの、ＮＷがトリガしたＨＯ
を実行することができる。ＵＥは、拡張カバレッジ内のセルから通常カバレッジ内のセル
への、又は通常カバレッジ内のセルから拡張カバレッジ内のセルへの、ＲＲＣ再確立をト
リガすることができる。加えて、ネットワークは、ＲＲＣ接続解放メッセージを使用して
、ＲＲＣ接続が解放された後に、通常カバレッジモードで動作するか又は拡張カバレッジ
モードで動作するかをＵＥに示すことができる。
【０１２０】
　更なる例示的な実施形態が以下に提供される。
【０１２１】
　一組の実施形態は、無線デバイスによって、セルラ基地局との無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）接続を確立することと、セルラ基地局からの物理層インジケーションに少なくとも部
分的に基づいて、少なくとも２つの可能な制御チャネルから選択された第１の制御チャネ
ルのスケジューリング情報を監視すると判定することと、第１の制御チャネルのスケジュ
ーリング情報を監視することと、
　を含む、方法を含み得る。
【０１２２】
　いくつかの実施形態によれば、本方法は、セルラ基地局から、第２の制御チャネルのス
ケジューリング情報を監視することを示す物理層インジケーションを受信することと、第
２の制御チャネルのスケジューリング情報を監視することと、を更に含む。
【０１２３】
　別の組の実施形態は、セルラ基地局によって、無線デバイスとの無線リソース制御（Ｒ
ＲＣ）接続を確立することと、少なくとも２つの可能な制御チャネルから選択される第１
の制御チャネルを使用して、無線デバイスにスケジューリング情報を提供すると判定する
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ことと、第１の制御チャネルのスケジューリング情報を監視する物理層インジケーション
を無線デバイスに提供することと、第１の制御チャネルを使用して、無線デバイスにスケ
ジューリング情報を提供することと、を含む、方法を含み得る。
【０１２４】
　いくつかの実施形態によれば、本方法は、第２の制御チャネル上で無線デバイスにスケ
ジューリング情報を提供すると判定することと、第２の制御チャネルのスケジューリング
情報を監視する物理層インジケーションを無線デバイスに提供することと、第２の制御チ
ャネルを使用して、無線デバイスにスケジューリング情報を提供することと、を更に含む
。
【０１２５】
　いくつかの実施形態によれば、物理層インジケーションは、セルラ基地局によって無線
デバイスに提供されたダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に含まれる明示的なインジケーシ
ョンを含む。
【０１２６】
　いくつかの実施形態によれば、物理層インジケーションは、インジケーションされた制
御チャネルの使用が有効になるまでのサブフレームの数を指定する。
【０１２７】
　いくつかの実施形態によれば、無線デバイスは、物理層インジケーションに応じて、肯
定応答をセルラ基地局に提供するように構成されている。
【０１２８】
　いくつかの実施形態によれば、物理層インジケーションは、無線デバイスが少なくとも
２つの可能な制御チャネルの全てを監視するように構成されている期間中に、セルラ基地
局によって無線デバイスにスケジューリング情報を提供するためにどの制御チャネルが使
用されるかに少なくとも部分的に基づく暗黙のインジケーションを含む。
【０１２９】
　いくつかの実施形態によれば、無線デバイスは、無線デバイスが少なくとも２つの可能
な制御チャネルの全てを監視するように構成されている期間中に、セルラ基地局によって
スケジューリング情報が無線デバイスに提供されない場合、少なくとも２つの可能な制御
チャネルのうち指定された制御チャネルを監視するように構成されている。
【０１３０】
　いくつかの実施形態によれば、少なくとも２つの可能な制御チャネルは、第３世代パー
トナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）準拠物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）と、３ＧＰＰ準拠マシンタイプ通信（ＭＴＣ）ＰＤＣＣＨ（ｍＰＤＣＣＨ）と、を含む
。
【０１３１】
　更なる例示的な一組の実施形態は、デバイスに、前述の実施例の任意の又は全ての部分
を実行させるように構成されている処理要素を含む、装置を含むことができる。
【０１３２】
　別の例示的な一組の実施形態は、アンテナと、アンテナに連結された無線機と、無線機
に動作可能に連結された処理要素と、を備える、デバイスを含むことができ、このデバイ
スは、前述の実施例の任意の又は全ての部分を実装するように構成されている。
【０１３３】
　更なる例示的な一組の実施形態は、デバイスで実行された際に、デバイスに、前述の実
施例のいずれかの任意の又は全ての部分を実行させるプログラム命令を含む、非一時的コ
ンピュータアクセス可能記憶媒体を含むことができる。
【０１３４】
　実施形態の更なる例示的な組は、前述の実施例のいずれかの任意の又は全ての部分を実
行する命令を含む、コンピュータプログラムを含むことができる。
【０１３５】
　実施形態のまた別の例示的な組は、前述の実施例のいずれかの任意の又は全ての要素を
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【０１３６】
　上述の例示的な実施形態に加えて、本開示の更なる実施形態は、様々な形態のいずれか
で実現することができる。例えば、いくつかの実施形態は、コンピュータにより実行され
る方法、コンピュータ可読記憶媒体、又はコンピュータシステムとして実現することがで
きる。他の実施形態は、ＡＳＩＣなどのカスタム設計されたハードウェアデバイスの１つ
以上を使用して、実現することができる。更なる他の実施形態は、ＦＰＧＡなどの１つ以
上のプログラム可能なハードウェア要素を使用して実現されてもよい。
【０１３７】
　一部の実施形態では、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、プログラム命令及び／又
はデータを記憶するように構成することができ、プログラム命令は、コンピュータシステ
ムによって実行される場合には、コンピュータシステムに、方法、例えば、本明細書で説
明された方法の実施形態のうちのいずれか若しくは本明細書で説明された方法の実施形態
の任意の組み合わせ、又は本明細書で説明された方法の実施形態のうちのいずれかの任意
のサブセット若しくはこのようなサブセットの任意の組み合わせを実行させる。
【０１３８】
　一部の実施形態では、デバイス（例えば、ＵＥ１０６又は１０７）は、プロセッサ（又
はプロセッサの組）及び記憶媒体を含むように構成してもよい。ここで、記憶媒体は、プ
ログラム命令を記憶し、プロセッサは、記憶媒体からプログラム命令を読み込み、実行す
るように構成されている。プログラム命令は、本明細書に記載された種々の方法の実施形
態の任意のもの（又は、本明細書に記載された方法の実施形態の任意の組み合わせ、又は
、本明細書に記載された方法の実施形態のいずれかの任意のサブセット、又は、このよう
なサブセットの任意の組み合わせ）を実行するために実行可能である。デバイスは、様々
な形態のいずれかで実現され得る。
【０１３９】
　上述の実施形態は十分に詳細に記載されているが、上述の開示が十分に理解されれば、
当業者には数多くの変形形態及び修正形態が明らかとなるであろう。以下の特許請求の範
囲は、そのような変形形態及び修正形態の全てを包含すると解釈されることを意図してい
る。
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